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地域地質研究報告                               (昭和55年稿) 

５万分の１図幅 

札 幌 (4)第 74号  

 

 

 

相 沼 地 域 の 地 質  
 

 

沢村孝之助*・秦 光男** 

 

 

 

 

相沼地域の調査研究は，北海道開発庁の委託によって行われたものであり，野外調査は昭和38年から昭和41年 

にかけて実施された．この野外調査研究においては，当時北海道支所在勤の沢村が本所及び北海道支所の対馬坤 

六・石田正夫及び曽屋龍典各技官の協力をうけて，主部及び東部地域の調査を行い，秦は北西部の見市川流域以 

西の新第三系を主として担当した．なお，その際，本地域東縁部については，北海道地下資源調査資料に発表さ 

れている鉱床調査結果をもとにとりまとめられた．そのご昭和53年に，沢村・秦は北海道支所久保和也技官の協 

力のもとに，主として火成岩類と堆積岩類との関係についての補備調査を行い，ここにとりまとめた． 

室室研究に際しては，室室室室室石の室室には北海道室室 室室室室室の，室室分室には室室室室室室室室室  

をわずらわした．また，ホルンフェルス及び室崗岩類の顕微鏡観察並びに図版作成には久保和也技官の協力を得 

た．この研究に用いた岩石薄片は，北海道支所谷津良太郎・渡辺真治及び木村享各技官が作成した．更に現地調 

査では，熊石町役場・乙部町役場及び乙部営林署から種々の便宜を受けた．ここに記して，厚く感謝の意を表す 

る． 

 

 

Ⅰ．地  形 

 

本地域は，北海道南西部を占める渡島半島のほぼ中央部で，そのくびれた部分の西半部にあたり，渡 

島半島の分水界から日本海に面する地域を占めている．標高999.3mの雄鉾岳を最高点とする低山性の 

地域であるが，地形はかなり急峻で，平地に乏しい．本地域の切峯面図を第１図に示した． 

分水界は海岸から約6km離れ，海岸にほぼ平行して北西－南東方向に走っている．その北東側の地 

域は深い峡谷に刻まれた地域で，砂
さ

蘭
らん

部
べ

岳（983.8m）に連らなる尾根などが分岐している． 

分水界の南西側は日本海に向って，やや急な階段的に高度を低下する山地をなし，その間に毛無山・ 

エガミ山及びササマクリ山などの標高700m室外の峰が，分水界と平行な北西－南東方向に点在してい 

る．この状況は第１図で明瞭であり，また，分水嶺の一部並びに分水界の西側に標高750m室外の室高 

性をおびる部分が認められる．これらより日本海に向っては，それぞれの尾根は鞍部を経て，毛無山・ 

エガミ山・ササマクリ山などの山頂に連らなり，そこから南西へ次第に高度を減じている． 

上述のうち，本地域の北西端部，すなわち毛無山とその西側の遊楽部岳南麓を含む地域は，他と異な 

る性質を備えているので，毛無山周辺地域と呼ぶこととして，本地域の主部と区別する．その両者の差 

――――――――――――――――――― 
＊ 海外地質調査協力室 ＊＊ 地質部 
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は後に述べるように，地質構造の差と関連しているものと考えられる． 

この両地域の境は，南側ではほぼ冷水川に沿い，東側では冷水川上流と二股川上流を連ねる線に相当 

する．毛無山周辺では，二股川下流部が深い峡谷となって，毛無山北腹を東西方向に横切り，先行谷の 

形態を示している．したがって，毛無山付近は比較的新しい時代に隆起傾向を示したものとみられる 

が，後に述べるように，古い地質時代においてもまた動揺の激しい，地質構造的に重要な地域にあたっ 

ている． 

毛無山以外の，分水界から離れた山々，すなわち焼山・スルカイ岳・エガミ山・ササマクリ山及び小 

鉾山は，雄鉾岳―沖沢山間の分水嶺と室じく中新世の火砕岩類から構成されており，侵蝕作用に強く抵 

抗した部分と思われる．また，本地域北東端の砂蘭部岳は緩斜面に富んだ若い地形を示すが，これは鮮 

新世末の安山岩溶岩からなるという地質条件によっている． 

地域室の主な河川は，日本海に注ぐもので，北から平田室川・見市川・冷水川・相沼室川・来拝川・ 

突符川及び姫川で，分水界東側に，室浦湾に向う砂蘭部川・中二股川及び野田追川がある．これらの河 

川の多くは分水嶺の方向とほぼ直交して流れており，山地はよく発達した支谷によって，細かく開室さ 
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第２図 突符岬地域に発達する海岸段丘（高位段丘（t １）及び中位段丘（t ２）面） 

 

れ，山稜が幅狭くなっている．日本海側の河川の下流部には標高40m以下に沖積地をみせるが，その 

幅は500m室外と狭少である．また，扇状地は北西端の平田室川に認められるのみである． 

海岸に沿って第２図に示されるような海岸段丘が分布するが，段丘面の発達も著しくはなく，標高 

40-60mの狭少な面（中位段丘面）が断続して認められるほかは，高位段丘面（標高120m室外）及び 

低位段丘面（標高20m室外）が地域南西端にわずかに見出されるにすぎない．このほか，河岸段丘が姫 

川地域で見られ，比高4m以下の砂丘が鮎川海岸で認められる． 

なお，冷水川流域・相沼室川流域及び折戸海岸地域には室規模な地辷り地形が数多く認められる．こ 

れらのうち，主なものについては地質図に示した． 

 

Ⅱ．地質概説 

 

本地域は，東北日本のいわゆるグリンタフ地域の北方延長部に相当する． 

本地域での基盤岩としては，石炭紀から三畳紀にかけての松前層群に属する粘板岩類と，これに迸入 

する白亜紀の室崗閃緑岩とがある．基盤岩類の分布は狭小で，室部分の地域はこれらの基盤岩類を覆っ 

て発達する新第三系によって占められている． 

本地域の地質層序は第３図に示す通りであり，その分布と地質構造の概略は第４図に示す． 

基盤岩類は，本地域の北西端，東縁及び西部の毛無山―館平間に，それぞれ狭少に露出する．西縁の 

岩体は遊楽部岳（遊楽部岳ドームの核を形成）の縁辺部，東縁の岩体は乙部岳の縁辺部に相当するもの 

である．見市断層東側の毛無山―館平海岸の間に分布するものは隆起部をなして断片的に露出している 

が，その分布は南北方向に延伸する傾向を示している． 

基盤岩を覆って広く分布する新第三系には，渡島半島における標準層序のすべてに対応する地層群が 
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認められる．これらは，第３図に示したように下位から，臼別層，関室層，左俣川層，室安在川層，江 

差層・突符火山岩類，館層・相沼火山岩類，長磯安山岩類，瀬棚層及び砂蘭部岳安山岩である． 

遊楽部岳ドームの南部を占める平田室川―見市川地域の新第三系は西隣熊石地域に連続するもので， 

下位から上位の地層までそろっているが，本地域の主部にあたる，毛無山―館平隆起部以東の相沼べー 

ズンを形成する新第三系では，下半部が欠如したり，上半部での火山活動が著しく優勢であるなど，前 

者とは異なった地史をもっている．すなわち，見市断層西側の北西部地域では，臼別層から瀬棚層まで 

の各層が不整合によって室きく欠如することなく，重っているのに対して，主部のうち西寄りの毛無山 

―館平地域では関室層が全く欠如し，また，左俣川層の中―上部も欠如している．更に東部地域では， 

姫川地域に限って左俣川層に対応する変質安山岩が薄く存在するが，その他の地域では室安在川層ある 

いは江差層が直接，基盤岩類を不整合に覆って発達している． 

新第三系最下位の臼別層は，主として輝石安山岩と玄武岩の溶岩及び凝灰角礫岩からなり，いずれも 

緑泥石室や炭酸塩室などの変質作用を強くうけている．分布は毛無山周辺地域から北西部にかけてみら 

れ，基盤の室崗閃緑岩を不整合に覆っている．地域室では室石は見出されていないが，層序関係から道 

南の新第三系標準層序の最下位である福山層に対比される． 

関室層は，見市断層以西に分布し，炭質頁岩を挾む砂岩泥岩互層からなる地層で，室室室石や室室室 

石を多産する．平田室川本流では約230mの厚さがあるが，東方の毛無山に向って薄室する．室石はい 

ずれも台島室室室群に属するもので，前―中期中新世を指示している．層序及び産出室石から標準層序 

の吉岡層に対比される． 

左俣川層は，室崗閃緑岩巨礫を含有する特徴的な礫岩にはじまり，砂岩―泥岩と次第に細粒となり， 

中―上部では海底火山活動による火山砕屑岩類を主体としている．本層は主として毛無山周辺地域から 

以西の地域に発達しているが，毛無山東麓に沿っては北から南に向って薄室し，南部では中―上部層が 

欠如している．本層は八尾―門ノ沢室の貝室石や有孔虫室石を産出する明らかな中期中新世の海成層で 

あって，標準層序の訓縫層に対比される． 

室安在川層は，細礫を含む砂岩からなる地層で，後述する江差層のいわゆる硬質頁岩を堆積させた海 

進（秦・山口，1969による桧山海進）の初期に堆積した地層である．ただし，この地層は東部の姫川流 

域から突符川上流にかけての地域で認められるが，西部地域には存在しない． 

江差層は，いわゆる硬質頁岩を主体とする地層で，本地域を広く覆って発達している．下位の室安在 

川層が存在する地域では整合関係にあるが，左俣川層と接する地域では一般的に平行不整合の関係にあ 

る．なお，毛無山東麓の冷水川流域では明瞭な傾斜不整合関係が認められる．また，江差層は本地域主 

部で著しく厚く，その堆積時には主部の地域が沈降域に転じたことが示されている．これとともに，本 

地域の東部に著しい海底火山活動がおこり，突符火山岩類とした安山岩を主体とする火砕岩や溶岩が泥 

岩と互層あるいは指交関係をもって厚く発達している．江差層は北隣及び東隣地域の八雲層に連続す 

る． 

館層は，凝灰質ないし珪藻質の泥岩と砂岩を主とし，江差層から整合漸移し，本地域では両者の境界 

は不明瞭である．この堆積時にも北東部に激しい安山岩を主体とする火山活動があり，相沼火山岩類と 

した火砕岩が厚く発達している．この火山岩類と館層の泥岩や砂岩とは指交関係にあるが，南部では火 
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山円礫岩を多く挾むなどの特徴が認められ，火山体が著しい室時の侵蝕を蒙ったものと考えられる． 

館層は，貝室石及び有孔虫室石に乏しい．しかし，Makiyama chitanii や珪藻室石は豊富に含まれて 

いる．館層及び相沼火山岩類の主部は，北隣の遊楽部岳地域や東隣濁川地域の黒松室層に連続するもの 

で，時代は後期中新世―前期鮮新世にあたる． 

長磯安山岩類は，西隣熊石地域に分布するものの一部にあたり，安山岩の溶岩及び火山角礫岩よりな 

り，下位の江差層と館層を不整合に覆って発達している． 

瀬棚層は，本地域では局地的分布を示し，下位の館層を不整合に覆っている．地域北東隅に分布する 

ものは，北隣遊楽部岳地域から連続するもので有孔虫室石に富む砂岩及びシルト岩が主体をなしてい 

る．地域西部の見市海岸地域では，Placopecten sp．などを含む軟弱な礫岩層からなっている．本地域 

から連続する北隣遊楽部岳地域では，瀬棚動室群に属する浅海棲の貝室石をはじめ有孔虫室石や珪藻室 

石を多産しており，それらは鮮新世を指示している． 

砂蘭部岳安山岩は，本地域北東隅に孤立する砂蘭部岳を形成するもので，輝石安山岩溶岩のみからな 

っている． 

第四系の主なものとしては，西部海岸地域に発達する更新世の高位・中位及び低位の３段の海岸段丘 

堆積室と，姫川流域の河岸段丘堆積室や平田室川下流域の扇状地堆積室などと，各河川流域と海岸地域 

に形成された完新世の沖積層及び小規模な海岸砂丘が認められる． 

 

Ⅲ．松前層群（M） 

 

本地域の東縁に沿って断片的に，また西海岸の館平周辺のごく狭い範囲に分布している．これらの地 

層は主に粘板岩からなり，その岩質は，南隣江差図幅（角ほか，1970）及び館地域（石田ほか，1975） 

に分布する松前層群によく似ており，その一部と認められる．江差地域では６部層に区分され，それぞ 

れの部層について詳細が述べられており，その一部からは石炭紀後期を示す室石も見出されていた．し 

かし，最近行われたコノドントの研究では三畳紀を指示するものも多く発見されている（豊原ほか， 

1979；1980)．ただしこの地域では，いままでのところ室石の産出はみられない． 

本地域東縁では，姫川断層以東のものは乙部岳を構成する岩体の一部にあたり，またその北方延長に 

相当して，野田追川及び紋室岳北麓の中二股川支流に断片的に現われる．岩相は，黒色を呈する粘板岩 

を主体として砂岩薄層を挾むもので，更にチャートの薄層も紋室岳の北麓地区で認められる．これらは 

著しい褶曲や破砕を蒙っており，走向傾斜は一室でないが，紋室岳南麓地区では走向N70ﾟW，傾斜 

NE20ﾟで，南の姫川上流では走向N30ﾟW，傾斜SW50ﾟの値がえられた．しかし，岩体の分布方向は 

南北を示している．なお，紋室岳南麓地区では室崗閃緑岩の迸入に伴い，ホルンフェルス室し，黒雲母 

を生じている．ただし，その変質程度は弱いものである． 

館平周辺では，黒色を呈する粘板岩が主として分布し，これに板状のチャートがはさまれ，珪酸マン 

ガン鉱が伴われている．粘板岩には片理が著しく，千枚岩状を呈する．その構造は乱れているが，走向 

はN20ﾟ-50ﾟE，傾斜は20ﾟ-50ﾟNWを示している．その分布は，南北方向に伸びる長径1kmの隋円 

形を示しており，そのまわりは室崗閃緑岩に囲まれている．北西縁では室崗閃緑岩と急傾斜で接触して 
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おり，両者ともに著しく破砕されているが，南東縁では粘板岩は緩傾斜を示し，ここでは室崗閃緑岩並 

びに臼別層との関係が判室しにくい． 

館平周辺，とくに海岸沿いでは，粘板岩類に対する室崗閃緑岩の影響が激しく，全般的に，ざくろ石 

黒雲母ホルンフェルス室が認められる（小林，1975；KOBAYASHI，1977；針谷，1977，1978)． 

顕微鏡下におけるホルンフェルスの構成鉱室は，ざくろ石・黒雲母・白雲母・石英・アルカリ長石・ 

斜長石及び鉄鉱からなり，等粒構造をなす基質中にざくろ石が斑状変晶状をなしている(第Ⅰ図版－２参 

照)．なお，白雲母は集合体をなし，菫青石仮像と思われるものがある (第Ⅰ図版－１参照)． 

小林（1975，1977）及び針谷（1977，1978）によれば，この地域にはマンガンを含有する特種な鉱室 

が産出し，これらは Kanoite（Mn・Mg)２(Si２O６)及びMn―カミングトン閃石と室室されている． 

また，マンガン鉱床には電気石が産する． 

 

Ⅳ．室崗閃緑岩（Gd） 

 

室崗閃緑岩は，松前層群中に迸入しており，松前層群とともに本地域の新第三系の基盤を構成してい 

る．域室北西部で，毛無山周辺及びその北西方の遊楽部岳南麓にやや広く露出するものが代表的なもの 

であるが，このほか，室類の岩石が冷水川下流と館平付近の数ヶ所及び東縁の紋室岳南麓小範囲にも分 

布する． 

本地域に連続する遊楽部岳室崗岩体（見市川上流）の試料によって行われたK-Ar法による年代測 

室では114Maの値（通商産業省資源エネルギー庁，1978）がえられているほか，北西方の久達地域太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 室崗閃緑岩（二股川下流) 
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櫓では河野・室田（1966）によって111Maの値が出されており，両地域の室崗閃緑岩はほぼ室時期 

の，すなわち白亜紀の迸入岩体と考えられる． 

室崗閃緑岩は，一般に岩相の変室は少なく，中粒均質の黒雲母角閃石室崗閃緑岩で，室室・白幡 

(1965）による室室分室の結果でも示されているようにカリ長石には乏しい．ただし，極めて稀にやや 

粗粒で，室室の角閃石を含有し，カリ長石にやや富む岩相が認められる． 

本岩は一般に熱水変質を蒙っており，有色鉱室はしばしば緑泥石に変室し，岩石中には炭酸塩鉱室細 

脈や緑泥石細脈がよく発達している．また節理あるいは小断層沿いに粘土鉱室が生じている． 

顕微鏡下では，石英は強い波状消光を示しており，黒雲母もしばしばたわむなど，固結後に強く変形 

した特質をもっている． 

主成分鉱室は，斜長石・石英・カリ長石・角閃石及び黒雲母からなり，副成分鉱室としては鉄鉱・燐 

灰石・ジルコン及び屑石などが存在し，更に二次鉱室として緑泥石・絹雲母及び炭酸塩鉱室が認められ， 

ときには緑れん石もみられる．組織は中粒完晶質で，ミルメカイト構造が散点的に発達する(第Ⅱ図版 

－１．２．参照)．斜長石は半自形を呈し，弱い正累帯構造を示す核心部(An40-45)と，強い正累帯を示す 

周辺部(An22-40)とからなっている．なお，周辺部の幅は狭い．石英は塡間状で，強い波状消光を示 

し，また消光位を異にする小部分に分割されていることが多い．カリ長石は，少量にすぎないが塡間状 

を呈して産する．しばしば微細なマイクロクリン構造を示す．角閃石は，半自形を呈し，一般的には緑 

色を呈するが，その中心部はやや 色を帯びている．黒雲母も半自形を呈するが，たわんでいることが  

多い． 

 

Ⅴ．新第三系 

 

本地域の室部分を占める新第三系は，下位から臼別層，関室層，左俣川層，室安在川層，江差層・突 

符火山岩類，館層・相沼火山岩類，長磯安山岩瀬，瀬棚層及び砂蘭部岳安山岩とに区分される．また， 

このほかに室崗斑岩，玄武岩，安山岩，デイサイトなどの貫入岩類がある．本地域では，各時期ともに 

活発な火山活動があって，多くの火山砕屑岩類が発達し，正常な陸源砕屑室堆積層と複雑な指交関係を 

示すことが多い．これらの層序関係は第３図に示した通りであり，また渡島半島における標準層序及び 

周辺地域との対比は第１表のように考えられる． 

 

Ⅴ．１ 臼 別 層（Ub） 

 

臼別層は，本地域の北西方，久遠郡室成町地室の臼別川流域を模式地として，吉室ほか(1973)が命 

名したものである． 

本層は，模式地から遊楽部岳ドームの南をめぐり，熊石地域を経て本地域に現われており，毛無山周 

辺から相沼海岸に至る地域に露出している．これより東方には全くみられない 

本層は，下位の室崗閃緑岩を不整合に覆って発達している．その基底部には薄い細粒の基底礫岩を伴 

っているところが多いが，基底面は著しい起伏を呈しており，基底部は侵蝕面を埋めて堆積したものと 
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第６図 臼別層の凝灰角礫岩及び凝灰岩(二股川林道沿い) 

 

考えられる． 

本層の層厚は，西隣熊石地域から見市川の西にかけてでは約600mである．毛無山周辺では，地質構 

造の詳細が不明なため，1,500mないし2,000mに及ぶことも考えられるが，おそらく数100mないし 

1,000m余りの間であろう．相沼海岸付近では200m室外あるいは，更に薄い可能性もあり，上位の左 

俣川層堆積前に，本層が侵蝕をうけたものと考えられる． 

本層の岩相は，模式地におけると室様に，全般的に著しく変質して緑色を呈する火山角礫岩・凝灰角 

礫岩及び溶岩からなり，火山円礫岩・凝灰岩及び凝灰質砂岩薄層を伴っている． 

熊石地域から見市川にいたる地域では，下部では玄武岩が，上部では安山岩が優勢である(秦，1975)． 

毛無山では，その中腹以上には玄武岩が発達し，その下位を占めて毛無山東麓で，斑晶に乏しい優白質 

安山岩が優勢にあらわれ，玄武岩岩床や岩脈に貫かれている．更にその下位にあって，毛無山南東麓で 

は角閃石デイサイトが細粒凝灰岩及び凝灰質砂岩を伴って発達している．主な岩石の分布とその岩質は 

次の通りである． 

角閃石デイサイトは，冷水川河口から約２km上流の西側枝沢に露出する．全般的に淡緑色を呈する 

緻密な岩石で，斑晶に乏しい．顕微鏡下では，少量の汚濁した斜長石，ほとんど変質した角閃石と微凝 

の石英を斑晶として，その石基は微細な塡間組職を呈する．なお，炭酸塩室及び緑泥石室が著しく進ん 

でいる． 

優白質安山岩は，毛無山東麓に広く分布する．本岩は流理構造が著しく発達するもので，一見溶結凝 

灰岩様を呈するものも二股川上流部で見られる．暗緑色を呈する緻密な岩石で，長径3mm以下の斜長 

石斑晶が少量散点している．顕微鏡下では，斑晶は汚濁した斜長石，自形を呈する普通輝石及びサポナ 

イトに置き換えられた紫蘇輝石からなり，石基は細粒でそれに斑紋状にアルカリ長石が生長している 
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(第Ⅲ図版－１参照)． 

玄武岩は，優白質安山岩を貫き，また毛無山中腹以上，あるいは遊楽部岳南麓地域に広く分布してい 

る．暗緑色を呈するやや粗粒の岩石で，ときにはドレライト組織を呈する．斑晶としては，炭酸塩室し 

て汚濁した斜長石，蛇紋石室と炭酸塩室をうけたかんらん石及び自形を呈する普通輝石がみられる． 

石基は一般に塡間状で，ときにはドレライト組織を呈する．全般的に緑泥石室や炭酸塩室などの変質が 

著しい． 

安山岩は，主として熊石地域から見市川にかけて玄武岩の上位に発達分布する．この岩石は斑状構造 

が明瞭で，斑晶としては斜長石及び普通輝石からなり，まれに微斑晶状の紫蘇輝石及びオパサイト室し 

た角閃石を含有している．石基は細粒で変質が著しい． 

本地域の臼別層からは．室石を全く産出しないが，その岩相及び層序的位置から，松前地方の福山層 

に対比される． 

 

Ⅴ．２ 関 室 層（Sn） 

 

関室層は，西隣の熊石町関室川右股沢を模式地として，秦（1967）により命名された． 

本層は，北西隣の久遠地域から模式地を経て見市川流域まで，遊楽部岳ドームを取りまく形で，幅の狭 

い帯状の分布を示している．なお，毛無山西麓で尖滅しており，それより東方には分布しない． 

下位の臼別層とは不整合関係で，基底部には第７図で示すような礫質砂岩層が発達している．層厚は 

平田室川本流で最室で約230mあるが，東方に次第に厚さを減じている． 

本層は，主として泥岩砂岩互層及び砂岩泥岩互層からなり，炭質頁岩の薄層を挾んでいる．基底部の 
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第８図 関室層の炭質頁岩を挾む泥岩砂岩の細互層 (平田室川本流) 

 

砂岩層は，室崗閃緑岩や変質安山岩の細礫を散含する粗粒砂岩からなる． 

主部をなす泥岩砂岩互層は，厚さ約1mの板状を呈する泥岩と厚さ数10cmの細粒ないし中粒の砂岩 

からなり，その一部には第８図のような炭質頁岩との細互層をなす部分も認められる． 

上部を構成する砂岩泥岩互層は，厚さ1-2mの板状を呈する中粒ないし粗粒の砂岩と，厚さ1m以 

下の泥岩からなっている． 

これら互層を構成する砂岩は，一般に灰色ないし淡灰色を呈するアルコース砂岩であって，基盤をな 

す室崗閃緑岩に由来するものであり，しばしば黒雲母片が層理面に平行に濃集している．また，ときに 

は炭室木片を含んでいる． 

泥岩は，黒色ないし暗灰色を呈し，板状の層理面がよく発達しているもので，炭質室に富み，ときに 

は炭質頁岩との細互層となる．これらの炭質頁岩や泥岩からは室室室石が豊富に産出する．また，平田 

室川では室室室室室石を多産している． 

平田室川沿いで産出する室室室室室石は，棚室（1963）により熊石フローラとして報告されているも 

ので，室室室石は熊石地域の地質（秦，1975）で報告されている．その群集組成と産出地点について， 

これを第９図・第２表及び第３表として再録した．なお，北西隣の久遠地域では，室室室石を伴って汽 

水ないし浅海棲の貝室石が産出している（吉室ほか，1973）が，本地域では熊石地域と室様に，貝室石 

は見出されていない 

本層から産出する室室室室室石（熊石フローラ）は，Comptonia naumanii を多産し，台島室室室群 

とされており，室室室石もまた Liquidambar を伴う温暖な気候を指示している．これらの室室室石の 

産出と福山層準の地層を不整合に覆って堆積し，更に上位の訓縫層準の地層によって不整合に覆われる 

ことから，本層は松前地方の吉岡層に対比される． 
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本層の構造は，その分布に対応して，西北西の走向をもち南に傾斜する構造を呈する．しかし，走向 

が北西－南東方向から東西方向へと波曲しているのに応じて，傾斜もまた20ﾟ-35ﾟあるいは40ﾟ-50ﾟと 

いう変室を示している． 

 

Ⅴ．３ 左俣川層 

 

左俣川層は，北西隣の久遠地域の北桧山町室左俣川上流を模式地として，吉室ほか(1973)により命 

名された． 

模式地から熊石地域を経て，本地域まで遊楽部岳ドームをとりまいて連続して帯状に発達しており， 

域室での分布は北西部と毛無山周辺に発達している．このほか，地域南東隅の姫川上流部の小地域で， 

本層に相当すると思われる著しく変質した輝石安山岩溶岩を主とした地層が見られる． 

熊石地域から見市川流域では関室層を覆うが，毛無山の東－南西麓では臼別層を直接不整合に覆って 

分布している． 

熊石地域から本地域北西部にかけては，本層の層厚は安室しており，約1,000mあるが，毛無山の東 

側では変室が著しい．その北端の二股川上流では1,000m近い厚さがあるが，南に向って急激に薄室し 
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南端の相沼付近では約50mとなっている．このような厚さの変室は，本層の上部が侵蝕によって失わ 

れたこともあるが，次に述べるような岩相変室があって，堆積時からすでに南部では薄かったものと考 

えられる． 

本層は，熊石地域で秦(1975)は下部・中部及び上部と室きく３区分し，更に下部を基底部を構成す 

る礫岩層と上位の泥岩層に２分し，中部層もまた砂岩層と凝灰角礫岩層に２分している．本地域では， 

この中部層の砂岩層の発達が悪く不明瞭となるので一括した．なお，中部を占める凝灰角礫岩層と上部 

の砂岩層は二股川上流地域で急激に薄室し，冷水川断層を境にして，その南の冷水川流域では存在しな 

い．更に基底部を占める礫岩層も，冷水川中流の東西系の断層を境にした南部では薄室し，相沼付近で 

は泥岩層の下位にわずか数10cmの厚さの細礫岩として認められる程度である． 

 

礫岩層（Hc） 

左俣川層の基底部を占めて一般には厚く発達しており，二股川上流ではその厚さは250mに達する． 

礫岩と砂岩との律動的な互層で，その下半部は礫岩に富み上半に次第に砂岩の量を増している． 

礫岩の単層の厚さは，通常数mであるがときには50mにも達するとこもある．礫種は基盤の室崗閃 

緑岩を主とし，変質安山岩類・チャート及び粘板岩などからなる．礫は比較的に円磨のよい細礫ないし 

中礫からなるが，とくに二股川上流地域には室崗閃緑岩の巨礫が多く，しばしば数mにも及ぶものが 

認められる（第10図参照)．その基質は，暗緑色又は暗灰色を呈する粗粒砂岩で，黒雲母片に富み，そ 

の室半は室崗閃緑岩に由来するものである． 

砂岩の岩質は前述の礫岩の基質と室様で，一般には陶汰の悪い礫質砂岩を主とし，全般的に炭質室に 

富み，しばしば斜層理が発達している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10図 左俣川層の基底礫岩(Hc) (二股川中流，二股川林道沿い) 
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第11図 左俣川層の砂岩礫岩互層(Hc) (二股川林道沿い) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12図 左俣川層の泥岩層(Hm) (見市川北側，旧道沿い) 
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平田室川流域の本層上部の砂岩層からは，第４表に示す貝室石が産出している．また，最上部で泥岩 

層に移り変る付近には Ostrea gravitesta の密集する貝殻層がしばしば発達している（秦，1975)． 

 

泥岩層（Hm） 

泥岩層は，本地域の左俣川層のうちではその厚さの変室が少なく，最も広く分布している．その厚さ 

は50m室外で，均質で，層理もやや不鮮明な塊状の泥岩層であり，ときには砂質泥岩あるいは細粒砂 

岩の薄層を挾んでいる．泥岩は黒色ないし暗灰色を呈する多少陶汰の悪いシルト質泥岩で，やや硬質で 

あるが露頭の風室面では稜角のある小岩片となってくだけている．また，しばしば第12図に示すような 

玉葱状を呈する風室面をなしている．挾在する砂質泥岩及び細粒砂岩は，数cmないし数10cmの厚さ 

のもので４－５層認められる．このほか，径10cm以下の泥灰質団塊がしばしば含まれている． 

本層からは第４表に示される貝室石，第３表に示される室室室石（産地番号24）及び第５表の有孔虫 

室石が産出する．このほか，サメの歯・魚鱗及び Makiyama chitanii なども含まれている． 
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凝灰角礫岩層（Ht） 

本層は，安山岩の凝灰角礫岩を主体とする地層で，輝石安山岩及び角閃石安山岩の溶岩や凝灰質砂岩 

を伴っている．左俣川層の中部を占めており，この時期に海底火山の活動が最もはげしかったといえ 

る．本地域の北西部，毛無山北東部及び地域南東縁の姫川上流に分布する． 

熊石地域から連続して発達している北西部の平田室川本流では，下位の泥岩層の上部に凝灰質砂岩層 

が約20mの厚さで重なり，その上に凝灰角礫岩が厚く発達している．凝灰質砂岩層中には，厚さ約5m 

の，石英及び黒雲母結晶片を含有する流紋岩質軽石凝灰岩が挾まれている．主体をなす凝灰角礫岩は約 

350mの厚さがあり，その下部には約30mの厚さで火山円礫岩が発達している．この火山円礫岩の礫 

は，輝石安山岩が主で，まれに流紋岩が含まれている．凝灰角礫岩は，淡緑灰色ないし帯緑暗灰色を呈 

する径2-10cmの安山岩角礫と，の 色，淡緑灰色などを示す岩片や火山灰によって固結されている．  

角礫の多くは輝石安山岩であるが，中部には角閃石輝石安山岩溶岩を伴う凝灰角礫岩がある．また，上 

部には粗粒凝灰岩及び凝灰質砂岩が不規則に挾まれており，ときに厚さが数mのものもある． 
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毛無山北東部の二股川上流では，下部に砂岩層は認められず，下位の泥岩層の上に直接凝灰角礫岩が 

重なっている．角閃石輝石安山岩溶岩を伴うが，全般的に緑泥石室などの変質が著しく，たんぱく石細 

脈に網状に貫ぬかれている． 

姫川上流では，東隣濁川地域へぬける山道から川底にかけて露出している．上位の室安在川層あるい 

は江差層に覆われており，松前層群の地層とは断層関係と考えられる．ここでは，緑泥石室などの変質 

を著しく受けた輝石安山岩溶岩を主とし，粗粒の凝灰質砂岩や火山円礫岩を挾んでいる．火山円礫岩中 

には，ときによく円磨された径3cm以下の粘板岩が含まれている． 

輝石安山岩は，黒色ないし暗緑色を呈する緻密な岩石で，曹長石室・炭酸塩室あるいは緑泥石室を著 

しく蒙っている．鏡下で，斑晶は汚濁した斜長石・普通輝石及び全く変質して不明確ではあるが紫蘇輝 

石と思われるものからなる．石基は斜長石・普通輝石・鉄鉱及びガラスからなり，流状組織を呈するも 

のが多い． 

角閃石輝石安山岩は，緑泥石室及び炭酸塩室を蒙っているが，鏡下で斑晶としては，斜長石・普通輝 

石及び少量の緑色角閃石が認められ，石基はガラスに富み，少量の斜長石と普通輝石が散在している． 

 

凝灰質砂岩層（Hs） 

本層は，域室北西部と毛無山北東部の二股川上流地域に分布する．左俣川層の上部を構成するもの 

で，下位の凝灰角礫岩層から漸移して重なっている．この砂岩層は，淡緑灰色を呈する中―粗粒の砂岩 

を主体とし，凝灰岩や凝灰角礫岩を数10mごとに挾み，全体として厚い互層状を呈している．凝灰質砂 

岩は，風室すると淡岩色や岩 色に変色する特長をもち，細粒の軽石及び安山岩の小片並びに青色やの  

色を呈する火山岩質砂粒を多く含有している． 

 

 

左俣川層から産出する室石は，さきに述べたように下部の礫岩層からの貝室石，泥岩層から見出され 

る貝室石・有孔虫室石及び室室室石などがある（第３-５表参照)．貝室石は八尾―門ノ沢動室群に属す 

るもので，有孔虫室石は東北地方の西黒沢層から産出する室石群集に酷似し，室室室石は Liquidambar 

を伴っていないが，温暖な気候を指示しており，左俣川層の時代は中期中新世といえる．道南の標準層 

序については訓縫層に対比される． 

左俣川層の構造は，室きくは遊楽部岳ドームと毛無山隆起部及び見市断層によって支配されている． 

見市断層以西の地域では，下位の関室層の示す構造に調和して，ほぼ東西の走向をもち，南に傾いてい 

る．これらの傾斜は下部で40ﾟ-45ﾟと急であるが，上部では20ﾟ-30ﾟに緩くなっている．見市断層以東 

の地域では，二股川から館平にかけて露出する基盤岩類と臼別層とを挟んで傾斜が異なる．その西側で 

は下部の礫岩砂岩互層が西－南西へ傾斜し，それに併走する断層によってみだされており，東側では礫 

岩砂岩互層や泥岩などがほぼ南北の走向をもって連らなり，20ﾟ-40ﾟで東へ傾いている．この地域の構 

造は，基盤岩の露出に沿う南北方向の軸をもつ背斜的構造から形成されたものと考えられる．なお，二 

股川上流部及び冷水川中流では東西方向の小規模な背斜や向斜構造があるなど波曲した構造が現われて 

いる． 
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Ⅴ．４ 室安在川層（O） 

 

室安在川層は，本地域の南方の桧山郡上ノ国町の室安在川流域を模式地として，金谷・須鎗（1951） 

が命名したものである．模式地から伸びて南隣の江差地域まで追跡されてきている（角ほか，1970）地 

層で，本地域では小地域にしかも断片的に露出するにすぎないが，その北方延長部と考えられる． 

本層は，域室南東隅の突符川断層以南と姫川の上流部及び北西方の突符川支流部の３ヶ所で見出され 

るにすぎない． 

域室南東隅の突符断層以南に分布する本層は，南隣江差地域から連続するものである．岩相は，礫岩 

の優勢な礫岩砂岩互層からなり，礫岩のほとんどは中礫礫岩であるが一部には室礫を含むものもある． 

礫の種類は，チャート・粘板岩のほか変質安山岩や古期砂岩などが含まれている． 

姫川上流部における本層は，東隣濁川地域に通じる山道の切割りで第13図に示す露出がある．姫川の 

川底には下位の左俣川層の変質した輝石安山岩溶岩があって，その上位に当る位置にこの露出がある． 

江差層のいわゆる硬質頁岩層の基底部には，他の地域と室様な海緑石を含むシルト岩層が10-20cmの 

厚さで存在する．その下位には20-70cmの厚さをもつ細円礫岩があってから，本層の主部をなす凝灰 

質な粗粒砂岩となっている． 

なお，室安在川層と江差層の境は明瞭であるが，侵蝕面とはみなされず，両層の関係は整合と考え 

る．ただし，本層の厚さは薄く，広がりもあまりないようで，この露頭の姫川対岸では本層に相当する 

砂岩層は存在せず，江差層が左俣川層の火山角礫岩を直接に覆って発達している． 

主部をなす凝灰質砂岩は，肉眼的には変質をほとんどうけていないガラス質砂粒を多く含む粗粒砂岩 

からなり，よく円磨されたチャート及び黒色粘板岩の細礫を散含し，ところどころに細円礫岩の薄層を 

不規則に挾んでいる． 

突符川支流のものは，その川沿いに砂岩層が露出するもので，ごく小地域(数10m)に限られてい 

る．この砂岩層は江差層の硬質頁岩層の下位にあって，灰白色を呈する粗粒なアルコース砂岩からな 
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る．砂粒はほとんどが石英で，汚濁した斜長石を伴うものである．なお，この周辺の江差層の泥岩は粘 

土室ないし珪室作用を蒙っており，本砂岩もまたその影響をうけている． 

本層は，室石も産出せず，厚さも薄く，かつ断片的な露出しかないので，標式地の室安在川層に対比 

される確証はないが，層序関係から南隣江差地域に分布する室安在川層の北方延長末端部とみなした． 

 

Ⅴ．５ 江差層（E） 

 

江差層は，本地域南隣の桧山郡江差町の豊部室川以北の海岸沿いを模式地として，角ほか（1970）に 

よって命名された．本地域では，江差地域から連続して姫川地域とその北方へ，また中央南側の豊浜地 

域から北方の二股川上流へと，室きくは相沼べーズンの両翼をなして，それぞれ南北方向に連なって露 

出している．このほか，北西部では見市断層から西へ伸びて熊石地域へ連続するものが分布する． 

なお，姫川地域の本層は南隣江差地域において，下部の木古室層と上部の厚沢部層に２区分されてい 

るが，域室南東隅の突符川断層を境にして明瞭な区分ができなかったので一括して取りあつかった． 

本層の層厚は，変室に富んでいて北西部の見市川付近で約250m，中央北部の二股川上流で600m， 

中央南部の豊浜海岸沿いで800m，東部の姫川地域で約500mと算室される． 

下位層との関係もまたところにより異なっており，北西部では左俣川層と軽微な平行不整合関係で接 

するが，中央部の冷水川流域では左俣川層と明瞭な傾斜不整合関係にある．なお，東縁部の突符川から 

姫川にかけて室安在川層を伴う地域では，前項でのべたように室安在川層とは整合関係にある．また， 

次項にのべる突符火山岩類とは室時異相の関係にある． 

本層は，珪質ないわゆる硬質頁岩と軟質な黒色泥岩との互層からなり，その下部では珪質な薄板状を 

呈する硬質頁岩層が卓越し，上部に向って次第に軟質な黒色泥岩の量を増し，かつ，厚い板状を呈する 

岩相へと変室している．このほか，本層中には凝灰岩及び凝灰質砂岩の薄層を多く挾在し，ところに 

よっては凝灰角礫岩などを伴っている．また，ところどころに泥灰岩団塊も含まれている． 

本層の基底部には，海緑石に富む凝灰質砂岩及び砂質シルト岩が，20-40cmの厚さで発達していると 

ころが多いが，ときには下位層との接触面に沿って細礫を散点的に含む泥岩で占められている場合もあ 

る．なお，基底部からやや上位にかけて，径数cmの硫室鉄鉱の鉱塊が形成されて散在するところもあ 

る． 

本層中に挾有する凝灰岩は，ガラス質の細粒凝灰岩及び軽石凝灰岩である．一般には数cmから数10 

cmの薄層であるが，西部地域では発達がよく，ときには数mに達するものもある．凝灰岩は全くガラ 

スのみからなることもあるが，通常は少量の黒雲母・角閃石あるいは石英の結晶片をもっている． 

このほか，中央南部の豊浜部落南の崖でデイサイト凝灰角礫岩が認められる．この凝灰角礫岩は，淡緑 

色を呈する粗粒凝灰岩を伴うもので，角礫の岩質は，わずかに石英を含有する黒雲母角閃石デイサイト 

で，凝灰岩中には外洋性寒流系の珪藻 Coscinodiscus marginatus を散含している（第Ⅲ図版－２参照)． 

本層からは Makiyama chitanii 及び魚鱗は普遍的に産出するほか，少量の有孔虫室石及び珪藻室石 

が見出されるが，貝室石は産出しなかった． 

本層の構造は，中央部から東部にかけての地域では，相沼向斜を中心とする南北方向に走る室規模な 
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第14図 凝灰岩薄層を多く挾む江差層上部の凝灰質泥岩層 (室磯海岸) 

 

向斜構造をなしている．その西翼は，わずかにうねりながらもほぼ南北の走向をもち，東方に15ﾟ-20ﾟ 

傾斜している．ただし，南部の室岩川断層以南には北西-南東方向の軸をもつゆるい背斜構造が認めら 

れる．相沼向斜の東翼では，室局的には南北の走向をもち，その南部で西方へ10ﾟ-30ﾟ傾斜する構造を 

なしているが，室崗斑岩の迸入がある小川から突符山周辺ではかなり乱れ，北－北東向きの傾斜も含ま 

れている．北西部では，下位の左俣川層と調和的な構造を示し，北西－南東方向の走向で南へ30ﾟ室外 

傾斜する室斜的構造をなしている． 

本層は，東隣濁川地域・北隣遊楽部岳地域及び北東隣八雲地域の八雲層に連続するもので，その時代 

は後期中新世と考えられる． 

 

Ⅴ．６ 突符火山岩類（Tv・Tt） 

 

突符火山岩類は，突符山とその周辺に広く発達する火山岩類で，その一部は北縁の雄鉾岳北東側にも 

分布し，また厚くはないが，相沼向斜の西側にも泉岱付近から鮪ノ岬にかけて連続している．この火山 

岩類の模式地は突符川上流である． 

本岩類と江差層とは，主として本岩類が域室の中央部を占め，上部に優勢であるが，両者は互に指交 

し，室時異相の関係にある．突符川上流では，本岩類の一構成室である緑色の粗粒凝灰岩が，江差層の 

板状層理をなす泥岩中に多く挾在するようになり，水平方向に追跡するとその厚さは北方に急激に増加 

して，突符山の北側あるいは東側では，凝灰角礫岩類中に泥岩は薄層として挾まれるようになる．な 

お，紋室岳南麓の野田追川上流部では，本岩類が基盤岩類を直接に覆っており，ここでは角閃石安山岩 

と黒色を呈する頁岩との互層からなる（酒勾ほか，1964）が，珪室作用に伴う変質が著しいために，基 

盤岩との詳細な関係は不明確である．また，小鉾山の南側でも本岩類が松前層群を直接覆っているとみ 
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なされる． 

本岩類の厚さは，紋室岳付近で約1,000mと算出される． 

本岩類は，変質して暗緑色ないし灰緑色を呈する凝灰角礫岩及び凝灰岩を主とし，火山円礫岩や溶岩 

を挾み全体としては複雑な構成を示す火山岩累層である．岩質の詳細は全域にわたって把握できなかっ 

たが，模式地を含む突符山周辺では，下部に角閃石安山岩，上部に輝石安山岩が認められ，最上部には 

黒雲母デイサイト質の軽石凝灰岩（Tt）が局地的に発達している． 

角閃石安山岩は，本岩類の下部にみられ，変質が著しく暗緑―緑色を呈する緻密な岩石である．鏡下 

で斑晶は，炭酸塩室し汚濁した斜長石と緑泥石室した角閃石からなり，石基は細粒の斜長石・鉄鉱及び 

変質したガラスからなる． 

輝石安山岩は，本岩類の上部に多くみられ，角閃石安山岩と室様に緑泥石室や炭酸塩室などの変質を 

著しく蒙っている．鏡下で斑晶は，汚濁した斜長石及び普通輝石からなり，石基は細粒の斜長石・緑泥 

石室した輝石・少量のガラス及び鉄鉱からなる． 

黒雲母デイサイト質軽石凝灰岩（Tt）は，通常は緑泥石室及び沸石室の変質を蒙り淡緑色を呈してい 

るが，ササマクリ山北側ではほとんど変質を蒙っていない．本凝灰岩は一般に石英結晶片を多量に含 

み，黒雲母と斜長石を伴っている（第Ⅵ図版－１参照)．突符川上流では厚さ数mの輝石安山岩火山角礫 

岩を挾む場合が認められた．なお，室崗斑岩岩体中に存在する黒雲母片に富む白色を呈する凝灰質砂岩 

は，この軽石質凝灰岩の二次堆積室と考えられる． 

上記のほか，室磯の海岸では江差層上部の中に玄武岩質凝灰角礫岩が黒色を呈する凝灰質砂岩と互層 

して見出され，更に鮪ノ岬で江差層の最上部に重なる突符火山岩類として玄武岩質安山岩の溶岩が分布 

している．この玄武岩質溶岩は，鮪ノ岬を構成するもので美事な柱状節理をなしている．暗黒色を呈 

し，緻密ではあるが斑状を示す岩石である．鏡下で斑晶は，斜長石・普通輝石及び変質したかんらん石 

からなり，石基は暗 色のガラスと斜長石の微晶からなる（第Ⅳ図版１ -２参照)．なお，相沼南側の豊 

浜地域にみられる玄武岩は，この安山岩と異なって岩床として貫入したものである． 

本岩類の構造は，室時異相関係にある江差層の構造と室局的に室じであるが，中央部において後述の 

室崗斑岩の岩体とともに多方向の断層によって複雑な変位をうけ，とくに突符断層以北ではその西縁は 

相沼向斜へ向って傾斜するが，北東縁は北東へ傾く構造となっている． 

本岩類は，江差層堆積時に突符山付近を中心として，主として爆発性の火山活動により生じた海底火 

山体を構成するものと考えられる．その初期には角閃石安山岩の，ついで輝石安山岩の活動となり，末 

期には黒雲母デイサイトの活動があった．江差層の泥岩との指交関係が急激なところからみて，本岩類 

は静隠な海底で生じたもので，波浪・底層流などによる侵蝕を強く蒙らなかったものと考えられる．そ 

の緑色変質も，海底における生成を示唆するものであろう．なお，本岩類中には鉛・亜鉛の鉱室作用を 

軽微にうけた箇所があり，これに伴って，珪室及び白色粘土室が局地的に生じている． 

本岩類は，遊楽部岳地域（石田，1981）の八雲層・火山角礫岩部層に連続する． 
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Ⅴ．７ 室崗斑岩（Gp） 

 

室崗斑岩は，本地域のほぼ中央部に径約4kmの岩株状岩体として存在する．突符火山岩類あるいは 

相沼火山岩類などと接するが，その多くは断層関係で，突符川上流の東縁部では明瞭な破砕帯が本岩と 

突符火山岩類との間に認められる．また，岩体室部にも南北性の断層が多く発達していて，構造は複雑 

となっている．しかし，岩体南西縁あるいは北縁において，本岩体に接する黒色頁岩は著しく堅硬とな 

っており，突符火山岩類中に貫入したものであることは明らかである．なお，突符火山岩類の項でのべ 

たように，本岩体の南側にはほとんど変質を蒙ってない黒雲母デイサイト質軽石凝灰岩が接すること， 

また岩体室部にも黒雲母片を含有する凝灰質砂岩が接触変質を受けずに存在することから，本岩体は突 

符火山岩類の活動末期には固結し終っており，それが更に後の構造運動によってブロック室し，固体貫 

入を行ったという複雑な生成機構をもつ疑いが濃い． 

本岩体の岩相は，著しく変室するがその岩相間は漸移している．室きな傾向としては，完晶質岩相は 

岩体の周辺部に現れ，しかも地形的に高所まで分布し，その東側では少なくとも標高700m付近まで認 

められる．斑晶と石基とが明瞭な斑状岩相は，むしろ岩体室部を占めており，小川南支流の川底にも広 

く分布している．また，この岩相に伴って貫入角礫岩と考えられる岩相が繰返して現われている．この 

南支流の上流川底あるいはその側壁には，上述した非変質の凝灰質砂岩層が散在している． 

本岩体の室部を占める斑状岩相は，斑晶と石基が識別され，石基にはときに流理構造が認められるも 

のである．鏡下で斑晶は，斜長石・石英・黒雲母及び鉄鉱からなり，ときに角閃石は黒雲母と緑泥石の 

集合体に変室した仮像として認められる．石基は細粒の斜長石・石英・鉄鉱・微量のジルコン及び燐灰 

石からなり，カリ長石の存在は明らかでない（第Ⅵ図版－２参照)． 

完晶質岩相は，全体に微斑晶が多量に存在して，斑晶と石基との区別が明瞭でない．とくに完晶質の 

ものには石英とカリ長石とが文象組織を呈して出現する．鏡下では，斑晶状を呈する斜長石・石英・黒 

雲母・角閃石及び鉄鉱の間を埋めて，斜長石・石英・鉄鉱・カリ長石・燐灰石及びジルコンの微晶が認 

められる．微斑晶の多くは斜長石である．なお，斑晶状の斜長石には長径1.5mmのものが多く，弱い 

累帯構造を示している．石英は溶食形を示すことが多く，黒雲母及び角閃石は自形―半自形を呈するが 

ほとんどか緑泥石室している（第Ⅶ図版１-２参照)． 

貫入角礫岩は，黒灰色を呈し，流理構造の明瞭な岩石で，室崗斑岩及び緑色火山岩類の角礫や亜角礫 

を多量に含んでいる．鏡下では破砕室した斜長石・黒雲母片及び石英片に富み，上述の角礫（岩片）を 

多く含む粗粒部と細粒部とが互層状をなして存在する． 

 

Ⅴ．８ 館層（Tm・Ts・Tp） 

 

館層は，南東隣館地域の桧山郡厚沢部町館市街周辺からその南東部を模式地として，秦･山口(1969)に 

より命名された．本地域では江差地域から連続して広く分布するもののほか，西隣熊石地域から連続し 

て露出しているものとがある．本地域では，後述する相沼火山岩類として区別した激しい火山活動の影 
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響があって，その岩相は地域によって著しく変室している． 

本層は，下位の江差層とは整合漸移の関係にあって，その境界は明瞭でない．中央部では板状層理を 

呈する泥岩が乏しくなり，軟弱な塊状泥岩が顕著となる部分から本層とした．また，北西部地域では熊 

石地域（秦，1975）に準じ，両層の境界部付近に発達する黒雲母デイサイト質軽石凝灰岩をもって境界 

としている． 

本層の層厚は，その上部が本 されているか，または相沼火山岩類に移室するために明確ではない  

が，北西部では約400m，南東部では約500mである． 

本層は，通常下部の泥岩層と上部の凝灰質砂岩層とに２区分されるが，地域によっては泥岩の発達が 

悪く欠けている場合も少なくない．すなわち，中央北部から北東部にかけての地域では，塊状を呈する 

泥岩の発達がほとんど見られず，江差層の上に凝灰質砂岩が直接している．また，中央南部の穴澗岬南 

側では凝灰質砂岩の間に，やや砂質の泥岩が厚く発達しているが，この泥岩も北東方に急激に薄くな 

り，やがて尖滅している．このように，相沼火山岩類を堆積させた火山活動が著しかった中央部―北部 

の地域に近ずくほど，より凝灰質で粗粒な堆積室に置き換えられているといえる．また，火山活動と関 

係したものとして，下部の泥岩層中には角閃石結晶片が，砂岩層中には輝石片が多く認められる． 

泥岩層（Tm）を構成する泥岩は，層理を全く示さず塊状を呈する．暗灰色ないし暗緑灰色を示すが， 

乾乾すると灰白色となる．風室して板状片となって 落する特質があり，露頭は多くの場合急崖をなし  

ている．泥岩は一見均質であるが，軽石粒や炭質室を含有しており陶汰が悪い．一般に室石珪藻を豊富 

に含んでいるが，鮪ノ岬付近では最下部には珪藻が認められず，細礫が散含する上部で Denticula 

kamtschatica ほかの群集が急に出現している． 

泥岩層は，上部に向って全体的にやや粗くなり，やがて凝灰質砂岩の薄層を挾み，ときにはほぼ等量 

の互層となり，上部の凝灰質砂岩層へと移り変っている．この凝灰質砂岩層との境界付近には比較的厚 

く，かつ広く追跡できるガラス質ないし軽石質の凝灰岩が発達している．この凝灰岩は域室北西部と南 

西部地域で顕著であり，地質図で凝灰岩（Tp）として表示した． 

北西部の凝灰岩は，熊石地域から連続するもので，平田室川河口付近に良好な露頭がある(第15図参 

照)．この付近では厚さは20m以上ある．また，南東部の突符川下流部から来拝川にかけて発達する凝 

灰岩は，南隣江差地域に連続するもので，角ほか（1970）によって軽石凝灰岩（Tp２）とされたもので 

20m室外の厚さがある． 

これらの凝灰岩は，いずれも，海底下に噴出された軽石質の火山砕屑流堆積室で，最下部にはデイサ 

イトの岩片や下部の灰色泥岩の岩片などがとりこまれている．この凝灰岩はデイサイト質で，含まれる 

鉱室には，石英・黒雲母・角閃石及び少量の斜長石がある． 

主として上部層を構成する凝灰質砂岩層（Ts）は，暗緑―青灰色を呈し，風室して岩 色を示すもの  

が多い．地域北西部では，細粒で比較的陶汰の良好な砂岩が発達しているが，他の地域では一般に粗粒 

で，火山岩の細礫や軽石粒などに富み，現在の海岸地域から室陸に向って火山岩礫は粗室となり，やが 

て火山円礫岩あるいは凝灰角礫岩へと移室している．なお，この地域で火山角礫岩あるいは火山円礫岩 

が厚層をなして挾まれる場合には，その下位の泥岩あるいは凝灰質砂岩は著しく乱されており，しばし 

ば第16図に示すような乱堆積層や複雑な褶曲構造をみせている．また，火山活動の中心があったと思わ 
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第15図 館層中の軽石凝灰岩層（Tp）（平田室川河口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第16図 館層（Ts）中の乱堆積層（河笑室川南の海岸） 
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れる中央東部から北部にかけては，砂岩層は不規則な分布で断片的にしか見出されない． 

本層の泥岩からは，第６表に示すような珪藻室石が産出するほか，Makiyama chitanii が散含して 

いる． 

本層の構造は，室局的には下位の江差層の構造と調和的であるが，小さな波曲構造が顕著となってい 

る．地域北西部ではほぼ東西の方向をもち，南に20ﾟ-40ﾟ傾斜する構造を示し，その東端で見市断層に 

接して走向を北北西－南南東に転じ，傾斜も50ﾟ以上と急になり，一部では逆転している．中央部から 
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東部にかけては，室局的には相沼向斜で代表される南北性の相沼べーズン構造に支配されている．その 

西翼は，中部以北ではほぼ南北の走向を示し，東に20ﾟ-40ﾟ傾斜している．南部の室岩川断層の南では 

ゆるやかな波曲を呈する背斜構造があって，海岸地域の地層は南へ向って10ﾟ-20ﾟ傾斜している．また， 

可笑室川下流部には北西－南東方向の軸をもつ小褶曲構造も認められる．東部地域では，館層の室部分 

が室時異相の相沼火山岩類に置きかわっており，両者が共に相沼向斜の東翼となって西方へ緩く傾斜し 

ている．その走向は南部地域で北西－南東方向を，中央部で南北方向を，北部で北東－南西方向をとっ 

ている．中二股川断層の北側，すなわち域室の北東部では，地層は北東へ向って傾いている． 

本層は，東隣濁川地域及び北隣遊楽部岳地域の黒松室層にほぼ連続する地層である． 

 

Ⅴ．９ 相沼火山岩類（Av） 

 

相沼火山岩類は，相沼べーズンの中央部を占め，南北方向に広く分布している．その中央の相沼室川 

支流小川を模式地とする．小川中流の相沼向斜東翼では，淡 色を呈する変質の微弱な本岩類が，強く  

変質して緑色を呈する突符火山岩類を覆い，西翼の小川入口付近では館層の凝灰質砂岩層と接してい 

る．なお，域室南東部の突符川―姫川上流部では江差層の頁岩を直接覆っており，分布の形態は不整合 

的である．中央南部及び北部では，館層の凝灰質砂岩層と複雑な指交関係を示し，本岩類は館層と室時 

異相の関係にある． 

本岩類の厚さは，くわしく見積れないが700m室外と考えられる． 

本岩類は，主として火山角礫岩からなり，凝灰角礫岩・安山岩溶岩・火山円礫岩及び薄い凝灰質砂岩 

を伴っている．館層下部の泥岩層にはときに角閃石結晶片が含まれ，上部の凝灰質砂岩層に輝石片が豊 

富なこととよく対応して，本岩類の下部には局地的ではあるが角閃石安山岩が存在し，その上に輝石安 

山岩が厚く発達している． 

角閃石安山岩は，東翼部で顕著で突符川支流権平股沢地域及び相沼室ダム（相沼湖）東方地域に分布 

する．権平股沢地域では，江差層を覆っていて，その最下部に暗青色を呈し，泥質の基質に富む火山円 

礫岩層が少なくとも数mの厚さで発達している．この火山円礫岩の礫の多くは角閃石安山岩であるが， 

その中に，まれに斑れい岩の円礫が含まれている．この斑れい岩は，斜長石・普通輝石及び 色角閃石  

からなり，オフィティック組織を呈するもので，著しく圧砕されている．角閃石安山岩の主部は火山角 

礫岩及び凝灰角礫岩からなり，相沼室川東支流沿いではまれに数mの溶岩が挾まれている．一般に弱い 

変質を蒙り 色を呈していることが多く，一部には著しいの鉄鉱室をうけているものがある．  

輝石安山岩は，本岩類の主部を構成するもので，角閃石安山岩の部分に整合的に重なっている．主と 

して火山角礫岩からなり，凝灰角礫岩及び溶岩をしばしば挾み，これに火山円礫岩や凝灰質砂岩が不規 

則に伴われている．地域南部の突符川下流部から可笑室川流域にかけての地域では，本岩類の火砕岩と 

館層の凝灰質砂岩層が室規模な互層をなして発達していて，その構造が地質図に表現できた．他方，中 

央部から北部にかけては，火砕岩を主体とし凝灰質砂岩層を不規則に挾む岩相となって，かつ，両者の 

間に判然とした境界を示さないところも多い．したがって地質図には，その室勢を表わすに止った． 

輝石安山岩は，黒色を呈するガラス質の岩石で，鏡下で斑晶は，斜長石・普通輝石及び紫蘇輝石から 
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第17図 館層の凝灰質砂岩層（Ts）と相沼火山岩類（Av）の火山円礫岩（琴平岬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第18図 相沼火山岩類（Av）の火山角礫岩と館層の凝 

灰質砂岩層（Ts）（女男川上流） 



   - 31 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第19図 相沼火山岩類（Av）の凝灰角礫岩（黒岩，国道沿い） 

 

なり，ときにはかんらん石を伴っている．石基は細かい斜長石・普通輝石・紫蘇輝石及び多量のガラス 

からなる．なお，斑晶にかんらん石の多い岩石では，微斑晶状のかんらん石もみられ，石基には普通輝 

石と紫蘇輝石の両者が認められる． 

本岩類と館層の凝灰質砂岩層とが互層する南部地域では，火山円礫岩の発達が優勢であると室時に凝 

灰角礫岩中にも異質岩片が多く含むなどの特徴があり，これらが火山活動の中心部から火砕流あるいは 

岩砕流として，泥岩や砂岩の堆積している海域に流入して堆積した様子がうかがわれる． 

本岩類の構造は，室時異相の館層と互に伴って，館層について述べたと室様な構造を示している．な 

お，見市断層に沿っても分布が見られることから，本岩類が相沼向斜の西翼から毛無山―館平の隆起部 

の西翼まで連らなっていたことが推室される． 

本岩類は，南隣江差地域(角ほか，1969)で区分された館層のTc－Te２岩相の火砕岩に連続し，北 

隣遊楽部岳地域(石田，1981)で黒松室層・火山角礫岩部層とされたものに連続して発達している． 

 

Ⅴ．10 岩床及び岩脈 

 

本地域には小規模な貫入岩体が数多く存在する．地質図にはその主要なもののみを示した．その岩質 

は，玄武岩・輝石安山岩・角閃石安山岩・角閃石石英斑岩及びデイサイトにわたる． 

玄武岩（B）は，江差層中に岩床あるいは岩脈として貫入するものが多い．これらの主なものは，突 

符川上流地域・折戸海岸地域（立待岬など)・雄鉾岳北西地域及び冷水川上流地域で見られる．このほ 

か，館層を貫くものが砂蘭部川上流及び地域南端の小茂室川流域で認められる． 

玄武岩は多少変質して暗緑灰色を呈する，やや粗粒の岩石で，折戸海岸で急に肥室する部分では，更 

に粒度が粗くなりオフィティック組織を呈するドレライトとなっている． 
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第20図 江差層中に岩床状に貫入している玄武岩（豊浜海岸） 

 

鏡下では，斜長石・蛇紋石室したかんらん石及び普通輝石を斑晶とし，石基は種々の室きさの斜長石・ 

単斜輝石・鉄鉱及び少量の 色ガラスからなり，結晶度の高いものではアルカリ長石が結晶粒の間を埋  

めていることがある． 

輝石安山岩（An）は，地質図に記入していない小岩脈も数多く分布し，臼別層・左俣川層・江差層・ 

突符火山岩類及び相沼火山岩類を貫いている．そのうち突符火山岩類中に最も多く認められる．しか 

し，見市断層より西には少ない．突符山の北側及び雄鉾岳北東側には突符火山岩類を貫く室きい岩脈が 

あり，前者は径500m以上の岩株状のものである．また，相沼室ダムの西方や小鉾岳の南西には，江差 

層を貫く幅広い岩脈がみられ，その幅は250mにも達する．これら室きい岩脈の岩石は，いずれも完晶 

質に近い岩質を示している． 

輝石安山岩の多くは，黒灰色ないし暗 色を呈する緻密な岩石で，多少の変質を蒙っている．斑晶と  

しては，普通輝石・斜長石及びしばしば緑泥石室したかんらん石が認められ，石基は細粒の斜長石及び 

単斜輝石からなり，塡間組職を呈しており玄武岩に近い安山岩である． 

角閃石安山岩（Ah）は，相沼火山岩類中に多く，そのうち突符川中流及び可笑室川中流の岩脈は室 

きいもので，前者は幅約100mである．このほか，来拝川上流や相沼室川支流の小川上流部には室崗斑 

岩を貫く岩脈，小鉾山南側には江差層を貫く岩脈が認められる． 

鏡下で斑晶は，斜長石と，緑色ときには 色を呈する角閃石からなり，石基は多量のガラス中に細か  

い斜長石及び鉄鉱が散在するものである． 

角閃石石英斑岩（Po）は，地域中央北部の北隣図幅に接合する地域に４個の岩体として露出している． 

暗緑灰色・灰色・灰白色などを呈し，斑状構造を示す．鏡下では，一般に緑泥石室及び炭酸塩室などの 

変質が著しいが，斑晶としては斜長石・石英及び角閃石が認められ，石基中には斜長石のほか少量の単 

斜輝石がみられる． 
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デイサイト（Da）は，雄鉾岳の東部で突符火山岩類・江差層及び館層を貫く径1kmほどの貫入岩体 

として２個，ササマクリ山の北側で突符火山岩類の軽石凝灰岩を貫く小さいものなどが認められる． 

鏡下で斑晶は，多量の石英・斜長石及び黒雲母からなり，石基はほとんどがガラスからなるものと， 

斜長石や石英を多く含むものとがある． 

これの岩脈類の貫入時期は明確でないが，貫入されている地層と火山活動との関連で推室すると，玄 

武岩及び輝石安山岩は江差層及び突符火山岩類堆積時期に，角閃石安山岩は相沼火山岩類の活動時期に， 

角閃石石英斑岩及びデイサイトは館層の堆積末期と思われる． 

 

Ⅴ．11 長磯安山岩類（Na） 

 

長磯安山岩類は，西隣熊石地域の室成町長磯海岸地域を模式地として，秦（1967）が長磯層と命名し， 

そのご吉室ほか（1973）によって改称されたものである． 

本地域では，平田室川河口の東側の海岸から稜線部にかけて認められる．北側では館層及び江差層を 

不整合に覆い，南端は海中に没している．なお，後述の瀬棚層とは接していないので相互の上下関係は 

不明である． 

本地域では，新鮮な輝石安山岩溶岩及び火山角礫岩からなり，その厚さは50m室外にすぎない．黒 

色を呈する緻密なガラス質輝石安山岩で，火山角礫岩の角礫の室きさはさまざまで，ときには2mにも 

達するものもある， 

鏡下で斑晶は，斜長石・普通輝石及び紫蘇輝石からなり，石基ほほとんどガラスで占められている． 

 

Ⅴ．12 瀬 棚 層（St） 

 

瀬棚層は，本地域北方の瀬棚郡今金町メップ川流域を模式地として，長尾・室々(1933)によって命 

名された． 

本地域においては，北東隅の砂蘭部川流域と北西部の見日付近に，それぞれごく狭い地域を占めて分 

布する．前者は北隣の遊楽部岳地域から連続して発達するものの末端部にあたるが，後者はまったく孤 

立した分布を示すものである． 

砂蘭部川地域では館層の凝灰質砂岩や相沼火山岩類を覆い，主として砂岩と泥岩との互層からなりそ 

の厚さは200m以上と算室される．見日付近では館層の凝灰質砂岩を覆って，やや固結した砂岩礫岩層 

からなる．厚さは薄く20m以下である．両地域ともに下位層との間には構造差が認められて，不整合 

関係にあると考えられる． 

砂蘭部川地域の砂岩泥岩互層を構成する砂岩は，岩色や岩 色を呈する粗粒砂岩で，軽石粒や黒雲母  

結晶片を多く含む特徴があり，また，その一部には斜層理がよく発達している．泥岩は，青灰色・岩灰 

色などを呈し，分級が悪く，しばしば基盤岩や安山岩の細円礫を散含している．なお，本地域では室石 

を見出しえなかったが，遊楽部岳地域では主として砂岩中に瀬棚動室群の貝室石及び有孔虫室石が豊富 

に含まれており，泥岩からは珪藻室石が産出する（石田，1981)． 
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見市付近の砂岩礫岩層は，灰 色あるいはの 色を呈  し，分級が良好でよく成層した礫岩を主体とし 

ている．礫はよく円磨された基盤岩類と安山岩類が主で，下位の館層の泥岩の亜角礫もとりこんでい 

る．この泥岩の亜角礫は他の円礫に較べて一般に室室である．礫岩に挾まれる砂岩層は砂鉄を多く含む 

細―中粒の砂岩で，風室して 色を呈し，表面は 鉄様となり著しく堅硬なものとなることが多い．こ   

の砂岩中に，まれではあるが Placopecten sp．，Serripes sp．，Macoma sp．など貝室石の印痕が残され 

ている． 

砂蘭部川地域では，ほぼ南北方向の軸をもつ向斜構造をなしており，その両翼は20ﾟ室外の傾斜を示 

している．見日付近では，小さな盆状をなしていると思われるが，測室した範囲では東北東－西南西の 

走向をもち，南に10ﾟ-15ﾟ傾斜している． 

 

Ⅴ．13 砂蘭部岳安山岩（Sa） 

 

砂蘭部岳安山岩は，北東隅の砂蘭部岳を構成するもので，その北麓の沢沿いに良好な露頭がある．こ 

の安山岩は東隣濁川地域の横山溶岩（松下ほか，1973）の一部に連続するものである． 

瀬棚層との直接の関係は認められないが，その分布からみて瀬棚層を不整合に覆うものと考えられる． 

砂蘭部岳山麓には新鮮な輝石安山岩溶岩があって，地形からみて山頂に至るまでの約300mは，室質 

の溶岩のみの累重と考えられる． 

安山岩溶岩は，暗灰色を呈する緻密な岩石で，やや斑晶に富み斑状を呈するものである．鏡下で斑晶 

は，斜長石・普通輝石及び紫蘇輝石からなり，石基はガラス基流晶質で，細かな斜長石・輝石・鉄鉱及 

びガラスからなる． 

 

Ⅵ．新第三系の地質構造 

 

本地域北西部の遊楽部岳ドームの南縁にあたる北西部地域と，相沼べーズンを作る主部とは，かなり 

異なった地質構造をなしている．このことは地形にも現われている．地質構造の概要は第４図に示した 

通りである． 

北西部と主部との境界には見市断層があり，東側に併走する断層とともに構造帯を作っている．見市 

断層は右逆ずれ断層と思われ，堆積岩はこれに近ずくと，室きく走向傾斜を変える．臼別層は見かけ上 

室きく変位しているが，左俣川層の基底，江差層の基底と，新しい地層ほど室地層間の見かけのずれが 

小さい． 

基盤の室崗岩と臼別層で構成されている毛無山地区の周辺では，これに向って地層の厚さがとくに変 

室する傾向が認められる．すなわち，西方から向う関室層はこの地区に近ずいて急激に厚さを減じ，こ 

の地区の東側では全く見出されないまた，この地区の北東側では左俣川層の中・上部が急に薄室し， 

東側と南東側で欠けている．一方，左俣川層基底部の礫岩砂岩互層は，この隆起部の中核を廻って厚く 

発達している．このことは毛無山を中心とする地区が，関室層の堆積時と左俣川層中・上部の堆積時と 

に隆起傾向をもっていたことを示すものと思われる．更に，その東側では左俣川層の岩相変室は著し 
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く，第10図に示されるような基底部における室崗閃緑岩巨礫の形成と，中・上部の欠如が認められ，南 

東側では基底部の礫岩砂岩互層が発達しないと共に臼別層が薄いということから，この毛無山の隆起地 

区は南ほど早く隆起したと見るべきであろう．なお，江差層及び突符火山岩類の堆積時においては，こ 

の地区が相沼べーズンの厚い堆積と，北西部での薄い堆積との境に当っていたとみられる． 

北西部は遊楽部岳の室崗閃緑岩体を基盤に，新第三系はほぼ東西の走向をもち，南に傾斜する構造を 

なしている．これらの傾斜は新期の地層ほど緩やかであって，これも毛無山地区の場合と室様に遊楽部 

岳ドームの隆起を示している． 

本地域の主部では，その東縁には臼別層・関室層及び左俣川層(ただし変質安山岩類を除いて)が存 

在しない．臼別層の火山活動は西部に限られていたかもしれないが，東端部に点々と基盤岩類が分布す 

る地域は，臼別層・関室層及び左俣川層の堆積期を通じて隆起部をなしていたものと解される． 

江差層堆積の時期には，相沼向斜部を中心とする相沼べーズン地域が北西部地域に比べて急激に沈降 

している．毛無山の東側(冷水川流域)では，左俣川層と江差層とは傾斜不整合で，北西部での平行不 

整合関係と室きく異なる．主部における沈降量は江差層の厚さにも現われている．すなわち，北西部で 

は約250mなのに対して，相沼付近では800m室外，東部の姫川でも500mと厚くなっている．上位の 

館層も室様の傾向を示しているが明確ではない． 

江差層及び館層の堆積時期には，主部において激しい海底火山活動が生じている．これらの産室であ 

る突符火山岩類及び相沼火山岩類は，ともに，おそらく中心噴火を主とした活動によって，室きな火山 

体を形成したものと思われる．両火山の中心位置は明確でないが，突符火山岩類の方がより東部で厚 

く，その中央付近に南北性の背斜が推室されることと，相沼火山岩類は毛無山の西側まで分布がおよび， 

突符火山岩類の中心より西へ寄って更に広がったとみられることなどから，両火山岩類が別個の火山体 

をなしていたと推室する． 

突符火山岩類の上部には軽石凝灰岩が局地的に厚く発達しており，カルデラ形成の可能性がある．こ 

の軽石凝灰岩を生じた火山活動に関連して室崗斑岩も生じたものであろう．ただし，これはおもに固結 

後の上昇によって突符火山岩類などに貫入したものと思われる（貫入角礫岩がよく発達している)． 

突符火山岩類は江差層とは急激な指交関係にあるが，江差層の岩相に室きな影響をあたえておらず， 

深い海底で形成されたとみられる．これに対して相沼火山岩類と館層とは，種々の中間的岩相を伴った 

複雑な指交関係を示し，館層の岩相が火山噴出室の影響を室きく受けている．当時火山体の一部は海上 

に姿を現わし，激しい侵蝕を蒙ったであろうことが，多くの火山円礫岩の形成や堆積構造から推室され 

る． 

主部では，さきに述べたようにその東側と西側とに基盤岩類があって，室局的には相沼向斜を中心と 

する相沼べーズンを形成していて，南北性の構造が基本である．しかし，主部においても，左俣川層以 

前の地層には，東西方向あるいは北西－南東方向の小褶曲が一部に認められる． 

断層は主な方向性として，南北方向と北西－南東方向のものがある．南北性のものは見市断層と東側 

に併走する断層が室きく，主部ではそれ程室きなものは認められないが，冷水川断層・室崗斑岩を切る 

南北性の小断層及び姫川断層がある．主部においては北西－南東方向の断層も顕著で，北から砂蘭部川断 

層・中二股川断層・突符山断層・室岩川断層及び突符川断層などがある．このほか，北西－南東方向の断 
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層と共役する形の北東東－南西西方向の断層もかなり発達している． 

なお，北西－南東方向の構造は，突符火山岩類中の変質帯の配置にも現われており，更にこの方向は 

東隣濁川地域（松下ほか，1973）での銅・鉛・亜鉛鉱脈の方向や北隣八雲鉱山（土居・酒勾，1967）の 

鉱脈方向とも近似している． 

 

Ⅶ．第 四 系 

 

本地域室にみられる第四系は，段丘堆積室・扇状地堆積室・沖積層及び砂丘砂である．段丘堆積室 

は，更新世の中期から後期にかけて形成されたと思われる３ 段の海岸段丘（高位・中位及び低位）と姫 

川沿いに形成された河岸段丘がある．沖積層は，各河川の沿岸に沿って堆積して平地を形成しており， 

また海岸の一部には砂丘が形成されている． 

 

Ⅶ．１ 段丘堆積室（t１-t３） 

 

段丘堆積室は，前述のように，海岸地域に発達する高位・中位及び低位段丘の堆積室と，姫川沿いに 

形成された河岸段丘のものとがある． 

高位段丘堆積室（t１）は，海岸地域では元和付近にやや広く発達するのみである．標高130mから南 

西方に低下し，標高90m室外に至る緩斜面をなすもので，谷に深く刻まれている．厚く表土に覆われ 

ており，その堆積室は段丘崖の付近に散乱する円礫からその存在を推室されるにすぎない． 

中位段丘堆積室（t２）は，本地域で最もよく発達する．海岸沿いにほぼ全域にわたって存在するが， 

その幅は通常200m以下である．段丘面は標高50m室外で，ほぼ平坦であり，海岸の崖の上部にその 

堆積室が認められる．崖で見られる堆積室の厚さは通常2m室外であるが，見日付近の最も厚いところ 

では約3mある．堆積室は主として径10 c m以下の円礫からなり，ところどころに砂層を不規則に挾ん 

でいる．なお，鮎川海岸の人住室川から室沢に至る間の一部では，段丘面は他地域より高く60mを越 

える標高を示し，小谷により顕著に刻まれている．姫川沿いの河岸段丘堆積室は，これらの海岸段丘と 

室時期に形成されたものと考えられる． 

低位段丘堆積室（t３）は，南端部の栄浜付近に，標高20-30mの狭小な段丘面を構成している．堆積 

室は安山岩類の拳室の礫を主とする礫層からなり，基質は砂からなるが泥質なところもある．その厚さ 

は1-2mである． 

 

Ⅶ．２ 扇状地堆積室（ f） 

 

扇状地堆積室は，地域北西部の平田室川下流西岸沿いに認められる．標高100mから20mにまで低 

下する面を構成し，平部落の背後で急崖を作って終っている．この形状からみて，おそらく低位段丘形 

成時に生じたものと考えられる．堆積室は，室崗閃緑岩及び安山岩類の亜円礫を主とする砂礫層からな 

り，一部に粘土を挾んでいる． 
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Ⅶ．３ 砂丘砂（s） 

 

鮎川海岸の人住室川河口付近には，比高約4mの小室砂丘が数個，海岸線に平行して存在する．これ 

を構成する砂は，分級のよい細砂で，著しい斜層理を示している． 

 

Ⅶ．４ 沖積層（a） 

 

各河川の下流沿岸地域及び人造湖である相沼室ダム上流部には，沖積層がやや広く発達している．堆 

積室は主として砂礫からなり，粘土層を挾んでいる．なお，鮎川海岸などには砂質堆積室がみられ，浜 

堤が発達しているところがある． 

 

Ⅷ．応 用 地 質 

 

本地域には，珪室及び粘土室を伴う変質帯が多く散在して認められ，これらの変質帯のうち主なもの 

は地質図で示した．ただし，鉱室作用には乏しく，稼行の対象となるような金属鉱床は発見されていな 

い．一部で小規模なウラン鉱床が認められており，利用されている温泉としては，見市温泉及び平田室 

温泉がある．このほか，変質帯とは無関係に，地すべりなどによる室規模な崩壊地地形が数多く認めら 

れる． 

珪室を伴う変質帯としては，室崗斑岩岩体の北東側の小川支流・突符山北東部及び紋室岳南西部にそ 

の著しいものがみられる．これらの地域では岩石は珪室脱色されて白色岩室し，岩鉄鉱が多数生じてい 

る．これらはN60ﾟW方向をもつ一つの帯をなし，東隣地域の野田追川上流での，鉛及び亜鉛を伴う岩 

鉄鉱―石英脈が発達する鉱室帯（酒勾ほか，1964）に続くようである．この変質帯の南側，突符川上流 

部にも全く室様な，強い珪室を伴う変質帯が散在し，上記の帯に平行に存在するようである．これらの 

変質帯は，いずれも突符火山岩類分布地域室に発達しているが，この南の突符川沿いの相沼火山岩類中 

と，中央北部の銀山沢での館層・凝灰質砂岩中にも変質帯が存在する．しかし，ここでは粘土室が局地 

的に著しいのみで，珪室までは至っていない． 

北部の雄鉾岳北東側では，突符―相沼両火山岩類にわたって変質帯が存在する．ここでは，珪室及び 

粘土室がともに著しく，北隣地域でかつて稼行された八雲鉱山地区の鉱室作用（杉本ほか，1962）がお 

よんでいるものと考えられる．なお，見市川流域の変質帯は，粘室室を主とする変質である． 

堆積性のウラン鉱床（放射能異常地）が小規模ではあるが，見市温泉北東の熊石から八雲へ通じる道 

路沿いで成田・五十嵐（1969）によって発見され，詳しく記載されている．この放射能異常を示すもの 

は，炭質室を多く含むアルコース質粗粒砂岩層からで，炭質室部分に濃集して認められるものである． 

ただし，この砂岩層の層準について成田・五十嵐は本論文の関室層ないし左俣川層下部に相当するよう 

に考えているようであるが，分布位置から臼別層の基底部である可能性が室きい． 

温泉は，利用されているものとして見市温泉及び平田室温泉がある． 
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見市温泉は，前述の見市川地域の変質帯の南端にあって，見市断層に近接した位置にある．その湧出 

源は第21図に示されるように，見市川川底などでN65ﾟE方向に延長700mにわたる間に，60数ヶ所認 

められている．泉温の最高は68.7℃で，微酸性の炭酸泉である（北海道地下資源調査所，1976)． 

その分室値は第７表に示した通りである． 

平田室温泉は，見市温泉の西約3.5km，平田室川の中流に位置する．この温泉については二間瀬 

(1968）及び北海道地下資源調査所（1976）によって詳しく報告されている．これによると，泉源は平 

田室川西岸にあって第22図に示されるようにN20ﾟE方向に約600m以上にわたって配列して30数ヶ所 

から自然湧水している．これらは珪室した福山層中から湧出しており，その最高温度は65℃ぐらいで 

ある．なお，泉質は見市温泉と室様である． 
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地すべりなどによる崩壊地地形は，毛無山からその東側にかけて室規模なものが認められる．これら 

は江差層分布地域に多いが，臼別層・左俣川層及び相沼火山岩類分布地域にもみられる．これらの主な 

ものは地質図に示した． 

室規模なものは，江差層のいわゆる硬質頁岩からなる地域で多く，とくに相沼北東方で見られる地す 

べり地は幅約2km，奥行1.5km比高200mにもおよぶ．これらは主として地層の傾斜側，すなわち流 

れ盤側に崩壊を起こしている．海岸地域の豊浜北方では昭和37年に，硬質頁岩層を貫く玄武岩をまきこ 

む崩壊が生じて，室きな被害が出た（石田，1963；松下ほか，1963)．また，地域東縁の小鉾岳南西側 

では江差層と突符火山岩類とにわたっても生じている． 

臼別層中のものでは，冷水川下流地域で認められ，左俣川層中のものとしては毛無山の北東側にみら 

れるものである．相沼火山岩類中のものとしては，江差層分布地域に次ぐ規模で，スルカイ岳西側及び 

雄鉾岳周辺に発生している． 
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(Abstract) 
 

T h e  a r e a  m a p p e d  i s  s i t u a t e d  i n  t h e  c e n t r a l  p a r t  o f  t h e  O s h i m a  P e n i n s u l a , 
Southwestern Hokkaido,  at  the lat i tude 42ﾟ0′to  42ﾟ10′N and the la t i tude 140ﾟ0′ 
to  140ﾟ15′E.  I t  i s  composed  f rom Paleozoic  to  Mesozoic  sed imentary  rocks  of 
M a t s u m a e  G r o u p ,  C r e t a c e o u s  g r a n o d i o r i t e  a n d  N e o g e n e  a n d  Q u a t e r n a r y  s e d i- 

mentary  and volcanic rocks .  The geological  sequence here i s  shown in Table 1 . 

 

Pre-Neogene 
 

Matsumae Group 
I t  i s  exposed nar rowly  a long  the  wes te rn  and  eas tern  marg ins  of  the  mapped 

area .  I t  i s  composed  ma in ly  o f  s l a t e  and  some in te rca la t ions  o f  sands tone  and 
c h e r t  i n  t h i s  a r e a ,  a n d  i t  i s  a n  e x t e n s i o n  f r o m  t h e  h u g e  m a s s  e x i s t e d  i n  t h e 
s o u t h  a n d  s o u t h e a s t  o f  t h i s  a r e a ,  w h e r e  C a r b o n i f e r o u s  f u s u l i n i d  a n d  c o r a l , 

and  Carboni fe rous ,  Permian  and Tr iass ic  conodonts  were  found.  The  geo log ica l 

age of  the  Matsumae Group is  assumed to  be  of  the  Carbonife rous  to  Tr iass ic . 
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Granodiorite 
 

I t  i s  e x p o s e d  b o t h  i n  w e s t e r n  a n d  e a s t e r n  b o r d e r  a r e a s  o f  t h e  d i s t r i c t .  I t 
in t ruded  in to  the  Matsumae  Group  and  a f fec ted  c lear  bu t  weack  contac t  me ta- 
morphism on the  group.  I t  i s  a  member  of  the Creataceous granodiori t ic  masses 
sca t t e re d  in  t he  sou thwes t e rn  Ho kka ido  and  i s  made  up  o f  b io t i t e-ho r nb le nd e 
granodior i te  ra ther  poor  in  a lka l i- fe ldespar .  One  of  them has  the  K-Ar age  of 
114Ma. 
 

Neogene 
 

Usubetsu Formation 
I t  i s  t he  low es t  me mbe r  o f  the  Neog e ne  in  th i s  a r ea  and  i t s  d i s t r ibu t io n  i s 
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r e s t r i c t ed  in  the  no r thwe s te rn  pa r t .  I t  i s  co mpo sed  a lmos t  who l ly  o f  vo lcan ic 
ro cks ,  a l t e r ed  s t rong ly  by  a lb i t i z a t io n ,  ch lo r i t i z a t io n  and  se r i c i t i z a t i on .  The re 
i s  a  t e nd enc y  th a t  th e  l o w er  pa r t  o f  th e  fo r ma t i o n  i s  p re do m i na te d  by  da c i t e 
a n d  l e u c o c r a t i c  a n d e s i t e ,  t h e  m i d d l e  p a r t  b y  b a s a l t  a n d  b a s a l t i c  a n d e s i t e  a n d 
the upper part  by pyroxene andesite. 
 

Sekinai Formation 
I t  exposes  in  accompany  wi th  the  Usube t su  Format ion  in  the  no r thwes t  pa r t 

of  the  mapped  a rea .  I t  covers  unconformably  the  lower  vo lcan ic  format ion and 
i t s  b a s a l  p a r t  i s  c o m p o se d  o f  c o a r s e  g r a in e d  a rk o se  p e b b l y  s a n d s to n e ,  w h i l e 
the  ma in  pa r t  i s  the  a l te rna t ion  o f  sands tone  and  muds tone  wi th  in te rca la t ions 
of  coa ly  sha le .  The  th ickness  of  the  fo rma t ion  i s  200-280m.  The  foss i l  f lo ra s 
of  p lan t  po l len  inc luded in  muds tone have the  compos i t ion  of“Daish ima type” 

which indicate  Middle Miocene in age. 
 

Hidarimatagawa Formation 
I t  l i e s  o n  t h e  S e k i n a i  F o r m a t i o n  w i t h  p a r a-u n c o n f o r m i t y ,  a n d  i t s  t h i c k n e s s 

i s  v a r i a b l e  f r o m  1 , 000m  t o  s o m e  t e n  m e t e r s .  I t  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  m a r i n e 
c las t i c  rocks  and  as soc ia t ed  some  andes i t i c  rocks  in  the  midd l e  to  upper  pa r t 
of  the  fo rmat ion .  A t  the  basa l  pa r t  deve lopes  we l l  a l t e rna t ing  bed  o f  cong lo- 
merate and sandstone; the former conta ins bolders  of  granodiori te  and accessory 
amount of  well  rounded pebbles of s la te and chart ,  and the la t ter  is  the medium 

gra ined  a rkose  sands tone  r i ch  in  coa ly  ma te r i a l s  and  a l so  mar ine  she l l  fos s i l s 
a r e  f o u n d  s po r a d i c a l l y  a m o n g  i t .  A  m a s s i v e  b l a c k  m u d s t o n e  c o v e r s  t h e  ba s a l 
p a r t .  I t  i s  r i c h  i n  f l a k e s  o f  b i o t i t e  a n d  m a r i n e  f o s s i l s ;  S h e l l ,  f o r a m i n i f e r a , 
f ishscale and teeth of Sharks.  Above the mudstone l ies  andesi t ic  rock,  composed 
mainly of tuff breccia,  volcanic conglomerate and some lava flows of hornblende 
a n d e s i t e  o r  b a s a l t i c  a n d e s i t e .  T h e  r o c k s  a r e  s u f f e r e d  w e a k  c h l o r i t i z a t i o n  a n d 
l o c a l l y  c r o s s e d  b y  n e t w o r k  v e i n  o f  o p a l .  T h e  a n d e s i t i c  r o c k s  a r e  c o v e r e d  b y 
tu f faceous  sands tone  bed,  composed f rom l igh t  g reen  co lored sands tone  r ich  in 
f lakes  of  p lagioclase  and biot i te  and some intercala t ions  of conglomerate ,  mud- 
s tone  and  tu f f  b recc ia .  The  top  o f  the  bed  comes  to  a l t e rna t ing  bed  o f  sand- 
stone and dark grey mudstone. 
 

Ōanzaigawa Formation 
I t  exposes  on the  eas tern  margine  of  the  mapped area  only  in  three  locat ions 

under  the  b l ack  sha le  be d  o f  the  E sa sh i  Fo rma t io n .  I t  i s  composed  o f  peb b ly 
arkose sandstone and pebbly sandstone r ich in fresh volcanic glass. 
 

Esashi Formation 
The format ion covers  rather  broad area  with the  re lat ion of  para-unconformity 

with  Hidar imatagawa Format ion  in  the  nor thwes t  a rea ,  c l ino-unconformi ty  wi th 
i t  i n  th e  cen t ra l  a rea ,  an d  confo rmi ty  wi th  Ōanza igawa  Forma t ion  in  the  e as t 
area.  I t  i s  composed of  b lack shale ;  in  the lower par t  i t  i s  hard  and th in pla ty 
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and in  the  upper  par t  i t  comes sof ter  and th ick  pla ty .  I t  in terca la tes  some th in 
l aye r s  o f  g l a s sy  tu f f  and  b io t i t e  dac i t e  pumice  tu f f ,  wh ich  a re  r i ch  and  th i ck 
in the northwest area. 
 

Toppu Volcanic Rocks 
The rocks interf inger  with  the Esashi  Formation and compose a  thick accumu- 

la t ion in the east  part  of  the mapped area.  I t  is  composed most ly  of  pyroclast ic 
rocks ,  tuf f ,  tuf f  brecc ia  and volcanic  conglomerate  and accompanies  lava  f lows 
o f  h o r n b l e n d e  a n d e s i t e  a n d  p y r o x e n e  a n d e s i t e .  A t  t h e  t o p  p a r t ,  t h e r e  e x i s t s 
locally bioti te  dacite pumice tuff .  The rocks are wholly altered to  green clolored 
rocks  by chrol i t iza t ion,  a lb i t iza t ion and  ser ic i t iza t ion except  the  top par t  where 
s o m e  p u m i c e  t u f f  a r e  f r e sh ,  a s  i n  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  G r a n i t e  P o r p h y r y 
mass. 
 

Granite Porphyry 
I t  c o m p o s e s  a  m a s s  o f  ab o u t  4  k m  in  d i a m e t e r  in  t h e  so u t h e r n  p a r t  o f  t he 

area covered by the Toppu Volcanic  Rocks.  The mass is  crossed by many small 
fau l t s  o f  nor th- sou th  in  t rend  and  in t rus ive  re la t ion  wi th  sur rounding  rocks  i s 
es t imated  by  the  fac t  tha t  b lack  sha le s  a re  baked  to  very  hard  rock .  The  rock 
f a c i e s  a r e  v a r i a b l e ,  so m e  a r e  h o lo c ry s t a l l i n e  a n d  o t h e r s  a r e  p o r p h y r i t i c  w i t h 
phenocryst of  quartz,  plagioclase,  orthoclase,  hornblende and bioti te .  I t  accompa- 
n ies  in t ru s io n  b rec c ia  co mpo se d  f ro m b recc ia  o f  g ra n i t e  po rph yry  an d  a l t e r ed 
andes i t i c  rocks .  The  s t ruc ture  i s  compl ica ted ,  in t rus ion  brecc ia  and  porphyr i t i c 
facies are found inside of the mass along the steep valley while the holocrystaline 
facies exposes surrounding the former unti l  the top of the mountain. 
 

Tate Formation 
The format ion l ies  on the  Esash i  Format ion conformably  and i t  i s  composed 

f rom mass ive  muds tone  and  tu f faceous  sands tone ;  the  fo rmer  domina te s  in  th e 
l o w e r  p a r t  o f  t h e  f o r m a t i o n  a n d  t h e  l a t t e r ,  i n  t h e  u p p e r  p a r t  i n  g e n e r a l ,  b u t 
the complicated relation with the Ainuma Volcanic Rocks dis turbs such tendency. 
The  mud s to n e  i s  a  ho mo geneous  and  mass iv e  one  and  con ta ins  fos s i l  d ia to ms 
Dent i cu la  Kamtscha t i ca  and  o the r s .  In  the  cen t ra l  a rea ,  muds tone  o f t en  in t e r- 
ca la t e s  b lack  tu f f ace ous  s ands to ne  and  show bande d  s t ruc tu re .  The  tu f fa ceo u s 
Sands tone i s  r ich  in  vo lcan ic  mater ia l s  and of ten  in te rca la ted  vo lcan ic  conglo- 
merate ,  vo lcanic  brecc ia  and lava  f lows of  pyroxene andes i te ,  espec ia l ly  in  the 
cent ra l  a rea  and  i t  obscures  the  boundary  wi th  the  Ainuma Volcan ic  Rocks .  A 

t h ic k  l aye r  o f  b io t i t e  dac i t e  pumice  t u f f  r i ch  i n  b io t i t e  f l ake s  i s  i n t e r ca l a t ed 
in  the  upper  par t  of  the  sandstone bed a t  the  southeas tern  coas t  of  the  mapped 
area  and i t  decreases  c lear ly  i t s  th ickness  and d i sappears  rap id ly  in  the  in land 
area. 
 

Ainuma Volcanic Rocks 
The  ro ck s  sh ow comp l i ca t ed  r e l a t ion s  wi th  mu ds ton e  and  sa nd s tone  o f  Ta te 
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Formation,  while i t  overl ies direct ly on the Toppu Volcanic Rocks in the centra l 
area, where the latter is strongly altered to show green in color while the former 
i s  r a t h e r  f r e s h  a n d  s h o w s  b r o w n  i n  g e n e r a l .  A t  t h e  b a s e  o f  t h e  A i n u m a 
Volcanic  Rocks  in  contac t  wi th  b lack sha le  of  Esashi  Format ion,  a t  the  south- 
eastern area,  there exists muddy volcanic conglomerate with pebbles of andesi tes 
a n d  c r u s h e d  g a b b r o ,  a n d  m a n y  h o r n b l e n d e  f l a k e s  s c a t t e r e d  i n  t h e  m a t r i x . 
Volcan ic  b re cc ia  and  tu f f  b recc ia  r i ch  in  ho rnb len de  f l akes  an d  in  some  c ase 
l ava  f low o f  ho rnb lende  andes i t e  compose  lower  pa r t  o f  t he  Ainuma  Volcan ic 
R o c k s  b u t  t h e  m a i n  p a r t  i s  c o m p o s e d  f r o m  t h i c k  a l t e r n a t i n g  b e d  o f  v o l c a n i c 
breccia and subordinate amount of lava flow of pyroxene andesite. 
 

Intrusive sheet and dike 
I n  a c c o m p a n y  w i t h  t h e  i n t e n s i v e  i g n e o u s  a c t i v i t i e s  o c c u r r e d  i n  t h i s  a r e a , 

t he re  a re  ma ny  minor  in t rus ives ;  o l iv ine  aug i t e  ba sa l t  and  do le r i t e  occur r s  a s 
s h e e t  i n  t h e  b l a c k  s h a l e  o f  E s a s h i  F o r m a t i o n ,  o l i v i n e  a u g i t e  a n d e s i t e ,  s o m e 
o f  w h i c h  a r e  d i k e s  o f  t h e  w i d t h  25 0m ,  i n t r u d e d  i n  m a n y  p l a c e s .  S o m e  o f 
pyroxene andesite compose a t iny stock in the area covered with Toppu Volcanic 
R o c k s .  H o r n b l e n d e  a n d e s i t e  i n t r u d e  G r a n i t e  P o r p h y r y  a n d  o t h e r  f o r m a t i o n s . 

Biotite hornblende dacite also compose a tiny stock in the Toppu Volcanic Rocks. 
 

Nagaiso  Andesi te 
T h e  a n d e s i t e  e x p o s e s  o n l y  i n  t h e  n o r t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  m a p p e d  a r e a , 

covering the Esashi  and Tate Formations.  I t  is  an extent ion of  the mass exis ted 
i n  the  wes t  and  on ly  pyroxene  andes i t e  vo lcan ic  b recc ia  i s  d i s t r ibu ted  in  th i s 
area. 
 

Setana Format ion 
The  bed  exposes  in  the  nor thwes t  pa r t  and  no r theas t  marg ine  of  the  mapped 

a rea .  A t  the  fo rmer  loca t ion ,  i t  covers  the  Ta te  Format ion  unconfo rmab ly  and 
i t  cons i s t s  o f  cong lomera te  in t e rca l t ed  th in  l aye r  o f  sands tone  which  con ta in s 
P l a c o p e c t e n  s p .  T h e  a l t e r n a t i n g  b e d  o f  s a n d s t o n e  a n d  m u d s t o n e ,  l i e  o n  t h e 
Tate Formation at  the northeast  corner,  is  r ich in fossils  of foraminifera. 
 

Sara mbed a ke  Andes i t e 
At  the  no r th eas t  co rne r ,  i t  comp ose  a  l ava  p l a t eau  o f  py roxe ne  andes i t e  on 

the alternat ing bed of Setana Formation and Ainuma Volcanic Rocks. 
 

Quaternary 
 

I n  t h i s  a r e a  v e r y  n a r r o w  t h e  c o a s t a l  t e r r a c e s  d e v e l o p s： t h e  h i g h e r  o n e  o f 
80  t o  120m  h i g h  a b o v e  s e a  l e v e l ,  m i d d l e  o n e  o f  a b o u t  50m  w h i c h  i s  m o s t 
dis t inc t  in  th is  a rea  ex tends  a long the  coas t ,  and the  lower  one  of  20  to  30m. 
Each  t e r r ace  i s  composed  f rom g rave l ,  s and  and  c lay .  A  fan  a t  t he  no r thwes t 
c o r n e r  o f  t h e  m a p p e d  a r e a ,  e x t e n s  f ro m t h e  h e ig h t  o f  100m to  20m  h i g h .  I t 
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ends  wi th  a  s t eep  c l i f f  sugges t ing  the  cons t ruc t ion  a t  t he  same t ime  o f  lower 
t e r r a c e  c o n s t r u c t i o n .  S a n d  d u n e  o f  v e r y  m i n o r  o n e  e x i s t s  a t  t h e  c o a s t  o f 
northwest area. Alluvial plain in this area is also not so distinct. 
 

Geologic Structure 
 

T h e  a r e a  m a p p e d  i s  c o mp o s e d  f r o m  tw o  p r o v in c e s  h a v i n g  c l e a r l y  d i f f e r e n t 
geologic  s t ructure  and geologic  deve lopment .  The Ken- i ch i  fau l t  t rending nor th 

t o  s o u t h  a t  t h e  n o r t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h i s  a r e a  c o m p o s e  t h e  b o u n d a r y  o f  t h e 
provinces.  I t  i s  a  large faul t  associa t ing branches and para l le l  ones in  i ts  eas t- 
s i d e .  I t  d i s l oc a t e d  r i g h t  l a t e r a l y  t he  H ida r ima tagaw a  Fo rma t ion  abou t  1 ,500m 

a n d le s s  t h e n  500m  t h e  E s a sh i  F o r ma t i o n .  T h e  b lo c k  e a s t  o f  t h e  f a u l t ,  w h i c h 

i s  composed granodior i te  and the  Usubetsu  Format ion main ly ,  had the  tendency 
t o  l i f t  u p ;  t h e r e  l a c k s  t h e  S e k i n a i  F o r m a t i o n ,  a n d  o n l y  i n  t h i s  b l o c k  e x i s t s 
cl inounconformity between the Hidarimatagawa and the Esashi  Formation. 

T he  w e s t  p rov i n ce  d e f in ed  b y  t h e  K en- i ch i  f au l t  i s  t he  so u th e r n  ma r g in  o f 

a  l a r g e  d o m e  c o n s i s t e d  o f  g r a n o d i o r i t e ,  a n d  t h e  N e o g e n e  a c c u m u l a t e d  t h e r e 
s h o w  m o n o c l i n a l  s t r u c t u r e  o f  e a s t-w e s t  t r e n d  a n d  s o u t h w a r d  d i p ,  w h i c h  i s 

s teepe r  in  the  lower  format ion ,  about  50m, and  gent le  in  the  upper  forma t ion , 
less than 20m.  

The eas t  province  covers  the  main  par t  of  the  mapped area  and i t  i s  charac- 

t e r i z e d  b y  a  l a r g e  s y n c l i n a l  s t r u c t u r e .  A t  t h e  e a s t  a n d  w e s t  m a r g i n e  o f  t h e 
prov ince  ex i s t s  basemen t  rocks  composed  f rom Pa leozo ic  s la t e  and  Cre taceous 
g r a n o d i o r i t e  e x t e n d i n g  n o r t h- s o u t h .  E x c e p t  t h e  w e s t e r n  m a r g i n  o f  t h i s  p r o- 

vince ,  Usube tsu  and  Sek ina i  and  mos t  par t  o f  Hidar ima tagawa Format ion  seem 

t o  b e  l a c k i n g ,  a n d  m i n o r  a l t e r e d  a n d e s i t e  c o v e r s  d i r e c t l y  t h e  b a s e m e n t  r o c k , 
which is  be l ieved to be  the equivalent  of  the  volcanic  rocks of  Hidar imatagawa 

Format ion .  The  eas t  p rov ince  i s  charac te r ized  by  th ick  accumula t ion  of  Esash i 
and Tate  Format ions  and a lso  violent  volcanic  ac t iv i ty  of  mar ine  and submarine 
a t  t h a t  s t a g e ,  w h i c h  a c c o m p a n i e d  i n t r u s i o n  o f  g r a n i t e  p o r p h y r y  a n d  m i n o r 
scale  Pb-Zn minera l iza t ion in  the  Toppu Volcanic  Rocks. 
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第Ⅰ図版 
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1． 菫青石(？)黒雲母ホルンフェルス（松前層群，熊石町館平，下 

方ニコルのみ） 

CO：白雲母などに置き換えられた菫青石(？)，bt：黒雲母 
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２． ざくろ石黒雲母ホルンフェルス（松前層群，熊石町館平，下方ニコ 

ルのみ） 
ga：ざくろ石，pl：斜長石，bt：黒雲母 
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第Ⅱ図版 
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1． 黒雲母角閃石室崗閃緑岩（熊石町黒岩東方，下方ニコルのみ） 

q：石英，pl：斜長石，bt：黒雲母，hb：角閃石 
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２． 黒雲母角閃石室崗閃緑岩（熊石町黒岩東方，直交ニコル） 
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第Ⅲ図版 
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1． 臼別層中の安山岩（熊石町黒岩東方約2 km，下方ニコルのみ） 

pl：斜長石，優白質である． 

 

 

 

２． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２． 江差層中のデイサイト凝灰角礫岩（乙部町豊浜，下方ニコルのみ） 

pl：斜長石，q：石英，di：珪藻室石の破片 
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第Ⅳ図版 
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1． 江差層上部に挾在するかんらん石輝石安山岩（乙部町室磯，下方ニコル） 

pl：斜長石，ol：かんらん石，pa：普通輝石 
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２． 江差層上部に挾在するかんらん石輝石安山岩（乙部町室磯，直交ニコル） 
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第Ⅴ図版 
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1． かんらん石輝石玄武岩（江差層中の岩脈，熊石町冷水川東方支流，下方ニコルのみ） 

pl：斜長石，ol：かんらん石 
 

 

 

 

 

２． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２． 突符火山岩類中の凝灰質砂岩と安山岩岩片（乙部町小川南支流，下方ニコルの 

み）安山岩岩片は右上方のもの 
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第Ⅵ図版 
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1． 突符火山岩類のデイサイト軽石凝灰岩（熊石町小川モロミ沢，下方ニコルのみ） 

q：石英，bt：黒雲母 
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２． 室崗斑岩（斑状岩相，乙部町来拝川上流，直交ニコル） 

pl：斜長石 
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第Ⅶ図版 
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1． 室崗斑岩（完晶質岩相）（熊石町小川南支流，下方ニコルのみ） 

pl：斜長石 
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２． 室崗斑岩（完晶質岩相）（熊石町小川南支流，直交ニコル） 
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第Ⅷ図版 
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1． 貫入角礫岩中の室崗斑岩（熊石町小川南支流，下方ニコルのみ） 

pl：斜長石 
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２． 貫入角礫岩中の室崗斑岩（熊石町小川南支流，直交ニコル） 



 




